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『
本
朝
文
粹
』
に
お
け
る
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楚
辭
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西
村
天
囚
『
屈
原
賦
説
』
草
稿
の
覚
え
書
き
か
ら
―
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要
旨
》

　

西
村
天
囚
（
一
八
六
五
〜
一
九
二
四
）
の
『
屈
原
賦
説
』
上
下
二
巻
（
下
巻
は

未
刊
）
は
『
楚
辭
』
の
大
正
期
に
著
さ
れ
た
概
説
的
研
究
書
で
、
当
時
最
高
水
準

の
『
楚
辭
』
研
究
と
し
て
今
な
お
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
筆
者
は
共
同

研
究
「
日
本
楚
辞
学
の
基
礎
的
研
究
―
江
戸
・
明
治
期
を
対
象
に
―
」
の
一
員
と

し
て
『
屈
原
賦
説
』
の
活
字
デ
ー
タ
化
と
解
読
と
を
進
め
て
い
る
。
そ
の
下
巻
の

自
筆
稿
本
の
末
尾
に
「
本
朝
文
粹 

後
三
条
天
皇
延
久
中 

藤
原
明
衡
編
」
に
始
ま

る
全
十
六
条
の
覚
え
書
き
が
あ
る
。
そ
の
内
容
を
分
析
し
た
結
果
、
全
条
が
『
本

朝
文
粹
』
か
ら
の
抄
出
で
、
か
つ
典
故
・
語
彙
・
表
現
形
式
な
ど
に
お
い
て
『
楚
辭
』

と
の
関
連
が
認
め
ら
れ
た
。
下
巻
の
起
稿
後
、
天
囚
は
十
分
な
執
筆
時
間
の
な
い

ま
ま
没
し
た
た
め
、
覚
え
書
き
が
ど
の
よ
う
な
展
開
を
意
図
し
た
も
の
か
知
る
由

は
な
い
。
し
か
し
、
学
術
研
究
上
の
天
囚
の
関
心
は
中
国
古
典
学
の
日
本
に
お
け

る
展
開
に
あ
っ
た
。
そ
れ
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
こ
の
「『
本
朝
文
粹
』
に
お
け

る
『
楚
辭
』」
覚
え
書
き
に
は
、
天
囚
の
楚
辞
学
が
「
日
本
に
お
け
る
『
楚
辭
』

の
受
容
」
と
い
う
方
向
へ
展
開
し
た
可
能
性
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
楚
辭　

本
朝
文
粹　

西
村
天
囚　

屈
原
賦
説　

懐
徳
堂

は
じ
め
に

　
『
楚
辭
』
は
『
詩
経
』
と
と
も
に
中
国
の
韻
文
学
の
源
流
と
し
て
尊
重
さ
れ
、

漢
の
王
逸
『
楚
辭
章
句
』、
宋
の
洪
興
祖
『
楚
辭
補
注
』、
朱
熹
『
楚
辭
集
注
』

を
は
じ
め
と
し
て
、
多
く
の
注
釈
が
な
さ
れ
て
き
た
。
日
本
で
も
朱
子
学
が
広

ま
っ
た
江
戸
期
に
は
と
り
わ
け
朱
熹
『
楚
辭
集
注
』
が
受
容
さ
れ
、
そ
れ
に
伴

い
決
し
て
多
い
と
は
い
え
な
い
も
の
の
、『
楚
辭
』
に
関
す
る
研
究
が
い
く
つ

か
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

本
稿
が
取
り
上
げ
る
西
村
天
囚
の
『
屈
原
賦
説
』
は
そ
う
し
た
中
国
お
よ
び

日
本
の
楚
辞
学
の
蓄
積
を
受
け
継
い
で
大
正
期
に
著
さ
れ
た
、『
楚
辭
』
の
概

説
的
な
研
究
書
で
、
当
時
の
最
高
水
準
を
ゆ
く
『
楚
辭
』
研
究
と
し
て
今
も
高

く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
『
屈
原
賦
説
』
の
草
稿
の
末
尾
に
、『
本
朝
文
粹
』

か
ら
十
数
句
を
抄
出
し
た
半
葉
分
の
覚
え
書
き
が
あ
る
。

　

平
安
朝
漢
詩
文
の
精
粋
を
集
め
た
『
本
朝
文
粹
』
と
『
楚
辭
』
研
究
と
の
間

に
如
何
な
る
関
連
が
あ
る
の
か
、
覚
え
書
き
の
内
容
を
分
析
し
、
そ
の
意
図
を

考
察
す
る
。

一　

西
村
天
囚
と
楚
辞
学

　

西
村
天
囚
（
慶
応
元
年
・
一
八
六
五
〜
大
正
十
三
年
・
一
九
二
四
）1
、
名

は
時
彦
、
字
は
子
俊
、
号
は
天
囚
、
晩
年
に
は
碩
園
と
号
し
た
（
本
稿
で
は
「
天

囚
」
に
統
一
す
る
）。
種
子
島
に
生
ま
れ
、
明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
上
京

し
て
重
野
成
斎
・
島
田
篁
村
に
師
事
、
同
十
六
年
東
京
大
学
古
典
講
習
科
に
入

学
、
二
十
年
中
途
退
学
し
、
二
十
二
年
に
大
阪
公
論
社
記
者
、
翌
年
に
大
阪
朝

日
新
聞
編
集
局
員
と
な
り
、
大
正
八
年
に
退
社
す
る
ま
で
長
く
記
者
と
し
て
活
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二

躍
し
た
。
い
ま
も
続
く
朝
日
新
聞
の
コ
ラ
ム
「
天
声
人
語
」
は
天
囚
の
命
名
に

よ
る
と
い
う
。

　

こ
の
天
囚
が
晩
年
に
精
力
を
傾
け
た
の
が
『
楚
辭
』
研
究
で
あ
っ
た
。
大
正

四
年
に
新
築
さ
れ
た
書
斎
に
は
清
末
の
文
人
兪
樾
の
筆
に
な
る
「
讀
騷
廬
」
の

扁
額
を
掲
げ
、『
楚
辭
』関
係
書
の
膨
大
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
収
め
た
書
斎
を「
百

騷
書
屋
」
と
称
し
た
。「
騷
」
は
『
楚
辭
』
屈
指
の
詩
人
屈
原
の
代
表
作
「
離
騷
」

を
意
味
し
、
百
種
を
こ
え
る
『
楚
辭
』
関
係
書
籍
は
「
楚
辭
百
種
」
と
総
称
さ

れ
る
2
。
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
天
囚
の
没
後
、
彼
が
設
立
に
尽
力
し
た
懐
徳

堂
記
念
会
へ
寄
贈
さ
れ
、
現
在
は
大
阪
大
学
附
属
図
書
館
懐
徳
堂
文
庫
の
所
蔵

と
な
り
、『
楚
辭
』
の
貴
重
資
料
の
宝
庫
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

　

大
正
五
年
九
月
か
ら
十
年
八
月
ま
で
、
天
囚
は
京
都
帝
国
大
学
の
講
師
と
し

て
特
殊
講
義
で
『
楚
辭
』
を
講
じ
た
。
そ
の
傍
ら
同
九
年
六
月
か
ら
は
島
津
家

臨
時
編
輯
所
編
纂
長
の
任
に
あ
っ
た
。
大
正
十
年
五
月
に
は
宮
内
省
御
用
掛
と

な
り
八
月
に
東
京
へ
転
居
、
十
二
年
九
月
に
関
東
大
震
災
が
発
生
し
、
翌
十
三

年
五
月
か
ら
病
床
に
就
き
七
月
三
十
日
に
死
去
し
た
。
五
十
九
歳
で
あ
っ
た
。

　

天
囚
の
京
都
帝
大
で
の
『
楚
辭
』
講
義
を
漢
文
表
記
で
ま
と
め
た
の
が
『
屈

原
賦
説
』
上
巻
の
十
二
篇
で
あ
る
。
こ
の
上
巻
の
巻
首
に
は
、

　

以
上
の
十
二
篇
は
時
彦 

京
都
帝
國
大
學
に
在
り
て
學
生
の
為
に
講
述

し
遂
に
綴
り
て
册
を
成
す
。（
中
略
）
愚 

著
論
に
因
り
て
大
旨
を
略
述
し
、

誤
り
を
刊け
ず

り
義
を
補
ひ
、
諸こ
れ

を
他
日
に
待
つ
。
大
正
九
年
五
月 

西
村
時
彦

識
。（
原
文
は
漢
文
）

と
の
識
語
が
あ
り
、
成
稿
は
大
正
九
年
五
月
と
わ
か
る
。
こ
の
上
巻
は
、
大
正

十
一
年
（
一
九
二
二
）
の
六
月
か
ら
九
月
ま
で
四
回
に
わ
た
り
、
天
囚
自
身
の

書
き
下
し
文
に
よ
っ
て
『
藝
文
』
誌
上
に
公
表
さ
れ
た
3
。
さ
ら
に
、
天
囚
没

後
十
二
年
に
あ
た
る
昭
和
十
一
年
、『
碩
園
先
生
文
集
』
全
五
冊
が
懐
徳
堂
記

念
会
か
ら
刊
行
さ
れ
、
そ
の
第
五
冊
に
『
屈
原
賦
説
』
が
漢
文
表
記
の
ま
ま
活

字
化
さ
れ
て
収
め
ら
れ
た
（
以
下
「
活
字
本
」）。

　

一
方
こ
の
時
、
下
巻
は
刊
行
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
を
活
字
本
『
屈
原

賦
説
』
の
編
者
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

下
巻
は
先
生 

十
篇
「
名
字
」「
放
流
」「
自
沈
」「
生
卒
」「
揚
靈
」「
騷
傳
」

「
宋
玉
」「
擬
騷
」「
騷
學
」「
注
家
」
を
立
つ
る
も
、稿
を
屬つ
づ

る
こ
と
「
名
字
」

よ
り
「
擬
騷
」
に
至
り
て
止
み
、
説
述
竝
び
に
既
に
訖お
は

る
に
非
ず
、
而
し

て
又
た
繕
寫
刪
潤
の
迹 

駮
雜
に
し
て
次
第
す
べ
か
ら
ず
。「
騷
學
」「
注
家
」

は
僅
か
に
乃
ち
目
を
擧
ぐ
る
の
み
。
故
に
此
の
集
に
収
め
ず
。　

編
者 

附

し
て
識し
る

す
。」（
原
文
は
漢
文
）（『
碩
園
先
生
遺
集
』
第
五
冊
『
屈
原
賦
説
』

上
巻
の
巻
末
識
語
）

　

つ
ま
り
下
巻
に
つ
い
て
は
、「
擬
騷
」
第
八
ま
で
し
か
執
筆
さ
れ
ず
、「
騷
學
」

第
九
・「
注
家
」
第
十
は
篇
目
の
み
と
未
完
の
う
え
、
執
筆
さ
れ
た
第
一
か
ら

第
八
ま
で
も
刪
補
の
跡
が
入
り
乱
れ
順
序
立
て
て
読
め
な
い
の
で
、
活
字
化
し

て
『
碩
園
先
生
遺
集
』
に
収
め
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

こ
こ
に
『
屈
原
賦
説
』
の
規
模
の
あ
ら
ま
し
を
把
握
す
る
た
め
、
上
巻
・
下

巻
の
篇
目
を
掲
げ
る
。

　
　

上
巻

　
　
　

名
目
第
一　
　

篇
數
第
二　
　

篇
第
第
三　
　

篇
義
第
四

　
　
　

原
賦
第
五　
　

體
製
第
六　
　

亂
辭
第
七　
　

句
法
第
八

　
　
　

韻
例
第
九　
　

辭
采
第
十　
　

風
騷
第
十
一　

道
術
第
十
二

　
　

下
巻

　
　
　

名
字
第
一　
　

放
流
第
二　
　

自
沈
第
三　
　

生
卒
第
四

　
　
　

揚
靈
第
五　
　

騷
傳
第
六　
　

宋
玉
第
七　
　

擬
騷
第
八

　
　
　

騷
學
第
九　
　

注
家
第
十

　

こ
の
『
屈
原
賦
説
』
の
学
術
的
価
値
に
つ
い
て
、
刊
行
さ
れ
た
上
巻
は
研
究

者
に
広
く
知
ら
れ
評
価
さ
れ
て
い
る
。
竹
治
貞
夫
は
そ
の
大
著
『
楚
辭
研
究
』
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三

に
お
い
て
4
、

　

こ
の
上
巻
一
二
篇
の
み
で
も
、
そ
の
篇
目
に
掲
げ
た
問
題
は
精
密
周
到

に
論
述
さ
れ
て
い
て
、
楚
辞
の
概
説
書
と
し
て
今
日
な
お
最
高
の
地
位
を

占
め
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

　

こ
う
述
べ
た
上
で
、
上
巻
十
二
篇
の
内
容
を
か
な
り
詳
細
に
紹
介
し
、

　

明
治
に
入
っ
て
後
本
格
的
に
漢
文
を
以
て
も
の
せ
ら
れ
た
楚
辞
研
究

は
、
岡
松
甕
谷
の
楚
辞
考
と
西
村
碩
園
の
屈
原
賦
説
と
で
あ
る
。（
中
略
）

前
者
は
楚
辞
注
釈
と
し
て
温
雅
の
中
に
卓
説
を
含
ん
だ
好
著
で
あ
り
、
後

者
は
楚
辞
概
説
と
し
て
考
証
の
精
密
と
規
模
の
壮
大
と
に
お
い
て
、
今
日

な
お
そ
の
右
に
で
る
も
の
を
見
な
い
の
で
あ
る
。

と
し
て
、
今
な
お
最
高
水
準
の
『
楚
辭
』
研
究
で
あ
る
と
絶
賛
し
て
い
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
上
巻
の
み
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
状
況
に
つ
い
て
は
、

　
〔
下
巻
の
篇
目
を
見
れ
ば
〕
著
者
の
企
図
し
た
屈
原
賦
説
の
全
容
が
想

見
せ
ら
れ
る
。
も
し
も
こ
の
下
巻
が
完
成
さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
屈
原
賦

説
は
楚
辞
を
あ
ら
ゆ
る
方
面
か
ら
剖
析
論
述
し
た
鬱
然
た
る
大
論
著
と

な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
今
日
そ
の
前
半
の
み
を
留
め
て
未
完
の
書
と

な
っ
て
い
る
の
は
、
ま
こ
と
に
惜
し
む
べ
き
で
あ
る
。

と
、
下
巻
が
未
完
成
に
終
わ
っ
た
た
め
に
壮
大
な
『
楚
辭
』
研
究
の
成
果
が
日

の
目
を
見
な
か
っ
た
こ
と
を
惜
し
ん
で
い
る
。

二
『
屈
原
賦
説
』
下
巻
草
稿
に
つ
い
て

　

し
か
し
な
が
ら
、『
屈
原
賦
説
』
下
巻
に
は
大
阪
大
学
附
属
図
書
館
懐
徳
堂

文
庫
に
草
稿
が
存
在
す
る
。『
懐
徳
堂
文
庫
図
書
目
録
』（
大
阪
大
学
文
学
部
）

漢
籍
部
一
一
〇
頁
に
は
次
の
二
種
の
手
稿
本
を
著
録
し
て
い
る
。
た
だ
し
①
・

②
の
番
号
は
引
用
者
が
便
宜
的
に
付
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　

①
屈
原
賦
説
二
巻　

日
本
西
村
時
彦
撰
大
正
九
年
手
稿
本　

二
冊

　
　

②
屈
原
賦
説
上
巻
未
定
稿　

日
本
西
村
時
彦
撰
大
正
九
年
手
稿
本　

一
冊

　

①
は
上
巻
・
下
巻
の
二
冊
か
ら
な
り
、
と
も
に
表
紙
に
「
壬
／
左
／
91
」
の

蔵
書
票
を
貼
る
。
上
冊
の
表
紙
に
は
「
屈
原
賦
説
上
巻　

碩
園
手
稾
」
と
打
ち

付
け
書
き
、
下
冊
の
表
紙
に
は
「
屈
原
賦
説　

大
正
九
年
八
月
起
稿　

下
巻
」

と
打
ち
付
け
書
き
が
あ
る
。
い
っ
ぽ
う
②
は
表
紙
に
「
壬
／
左
／
90
」
の
蔵
書

票
を
貼
り
、「
屈
原
賦
説
上
冊　

未
定
稾
」
と
打
ち
付
け
書
き
が
あ
る
。
活
字

本
『
屈
原
賦
説
』
上
巻
と
の
比
較
に
よ
れ
ば
、
①
の
上
巻
は
刪
補
が
活
字
本
に

反
映
さ
れ
て
お
り
定
稿
、
②
は
そ
の
前
段
階
の
未
定
稿
で
あ
る
。

　

注
目
し
た
い
の
は
①
の
下
巻
で
あ
る
。
前
掲
の
活
字
本
『
屈
原
賦
説
』
の
編

者
が
記
す
よ
う
に
、
確
か
に
①
下
巻
は
刪
補
の
跡
が
著
し
く
筆
跡
も
乱
れ
た
箇

所
も
あ
り
、
決
し
て
読
み
や
す
い
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
、
筆
跡
に
慣
れ
引

用
の
出
拠
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
、
解
読
は
十
分
に
可
能
で
あ
る
5
。

　

と
こ
ろ
で
、
平
成
二
十
五
年
度
か
ら
二
十
八
年
度
ま
で
の
予
定
で
、
科
学
研

究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
C
））
を
受
け
た
共
同
研
究
「
日
本
楚
辞
学
の
基

礎
的
研
究
―
江
戸
・
明
治
期
を
対
象
に
―
」（
研
究
代
表
者
：
矢
田
尚
子
）
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
江
戸
期
の
楚
辞
学
の
成
果
で
あ
る
蘆
野
東
山『
楚
辭
評
園
』、

亀
井
昭
陽
『
楚
辭
玦
』、
明
治
期
の
成
果
で
あ
る
西
村
天
囚
の
『
屈
原
賦
説
』

を
活
字
デ
ー
タ
化
し
て
研
究
資
料
と
し
て
学
会
に
広
く
提
供
す
る
と
と
も
に
、

そ
れ
を
基
礎
に
各
資
料
の
内
容
を
考
察
し
て
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
共
同
研
究
で
あ
る
。
筆
者
は
そ
の
研
究
分
担
者
と
し
て
『
屈
原
賦
説
』

の
翻
字
お
よ
び
読
解
を
進
め
て
い
る
。
現
在
、
上
下
巻
に
つ
い
て
ほ
ぼ
翻
字
作

業
を
終
え
、
内
容
考
察
の
準
備
が
整
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三　

下
巻
草
稿
の
巻
末
「
覚
え
書
き
」
の
分
析

　

そ
の
『
屈
原
賦
説
』
下
巻
草
稿
の
末
尾
に
半
葉
分
の
乱
雑
な
細
字
の
記
述
が

あ
る
（
付
図
参
照
）。
冒
頭
に
「
本
朝
文
粹 

後
三
条
天

皇
延
久
中 

藤
原
明
衡
編
」
と
あ
り
、
箇
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四

条
書
き
に
十
六
条
が
続
く
。

　

周
知
の
よ
う
に
『
本
朝
文
粹
』
は
、
唐
代
の
詩
文
の
名
作
を
集
め
た
宋
の
姚

鉉
『
唐
文
粹
』（
一
〇
一
一
年
成
立
）
に
倣
っ
て
藤
原
明
衡
が
編
纂
し
た
と
さ

れ
る
漢
詩
文
集
で
、
弘
仁
（
八
一
〇
〜
八
二
三
）
か
ら
長
元
（
一
〇
二
八
〜

一
〇
三
六
）
に
至
る
ま
で
の
約
二
百
年
間
、
平
安
朝
の
漢
詩
文
の
精
粋
四
三
二

篇
を
収
め
る
。
現
行
本
は
全
十
四
巻
で
、「
賦
」
か
ら
「
諷
誦
文
」
ま
で

三
十
九
部
門
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
詩
文
の
精
粋
を
集
め
る
と
と
も
に
、
当
時

の
学
生
の
た
め
に
多
く
の
ジ
ャ
ン
ル
の
模
範
的
な
文
例
を
示
す
目
的
が
あ
っ
た

と
さ
れ
、
以
後
の
漢
詩
文
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
大
き
い
と
さ
れ
る
6
。

　

さ
て
、
こ
の
『
屈
原
賦
説
』
下
巻
草
稿
の
末
尾
に
付
す
半
葉
分
の
記
述
は
、

冒
頭
に
「
本
朝
文
粹 

後
三
条
天

皇
延
久
中 

藤
原
明
衡
編
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
続
く
十
六
条

は
『
本
朝
文
粹
』
か
ら
抄
出
し
た
文
言
の
メ
モ
・
覚
え
書
き
の
類
と
見
え
、
そ

う
だ
と
す
れ
ば
『
屈
原
賦
説
』
上
巻
・
下
巻
に
ま
と
め
ら
れ
た
『
楚
辭
』
研
究

の
成
果
と
は
直
接
に
は
関
係
の
な
い
も
の
で
あ
る
。

　

以
下
が
そ
の
全
文
で
あ
る
。
な
お
、
丸
数
字
は
筆
者
が
記
述
の
便
の
た
め
に

付
し
た
整
理
番
号
、
⑤
・
⑦
・
⑫
・
⑬
の
条
に
見
え
る
○
や
△
は
、
天
囚
自
身

が
朱
筆
で
付
し
た
記
号
で
あ
る
。

本
朝
文
粹 

後
三
条
天

皇
延
久
中 

藤
原
明
衡
編
。

① 

文
選
竟
宴
。
菅
三
品
、
江
學
士
始
授
文
選
於
諸
生
。
暮
春
之
月
、
二
十
七
日
、

　

 

聊
仍
舊
貫
、
以
開
宴
筵
。

② 

欝
邑
之
畑
難
散
。
巨
為
時
、
答
六
條
右
大
臣
辭
職
表
敕
。

③ 

是
迍
邅
坎
壈
之
府
、
窮
困
凍
餧
之
郷
。
三
善
清
行
、
意
見
十
二
條
。

④ 

何
以
子
晉
駕
鶴
、
獨
稟
輕
舉
之
靈
。
春
澄
善
繩
神
仙
問
。

⑤ 

○
夔
子
之
國
，
屈
原
之
鄉
，
既
言
俊
異
善
生
。
橘
直
幹
問
辨
山
水
。

⑥ 

秋
水
字
河
伯
之
民
。
大
江
澄
明
對
策
。

⑦ 

△
夔
子
舊
國
、
為
屈
靈
均
之
郷
、
峻
異
嶮
邪
、
具
袁
山
松
之
記
。（
同
上
）

⑧ 

連
枝
或
臨
艾
服
兮
凋
枯
、
臣
之
餘
六
旬
者
、
可
謂
家
老
。
末
多
列
槐
庭
兮
榮

顯
、
臣
之
居
三
公
者
、
是
摠
國
卿
。
江
匡
衡
為
忠
義
公
辭
軄
第
三
表
。

⑨ 

豈
料
、
畫
浮
榮
兮
字
不
成
、
澗
水
空
黷
、
破
宿
慮
兮
跡
難
隱
。
山
雲
正
愁
。

江
匡
衡
辭
表
。

⑩ 

原
野
寂
兮
極
目
、
庭
柯
槭
兮
傷
情
。
紀
齊
名
、
落
葉
賦
。

⑪ 

人
物
變
兮
、
烟
霞
無
變
。
時
世
改
兮
、
風
流
不
改
。
源
順
、
奉
同
源
澄
才
子

河
原
院
賦
。

⑫ 
○
不
歠
其
醨
、
雖
孤
漁
父
之
誨
，
不
容
何
病
，
可
祖
顏
子
之
詞
。
前
中
書
王

兼
明
兔
裘
賦
。

⑬ 

○
彼
尼
父
之
一
望
也
，
歎
龜
山
之
蔽
魯
。
靈
均
之
五
顧
也
，
繞
沅
湘
而
傷
楚
。

同
上

⑭ 

榆
風
吹
兮
易
亂
、
桂
月
臨
兮
欲
晴
。
江
以
言
、
七
夕
應
制
詩
序
。

（図　『屈原賦説』下巻草稿の末尾に付す「覚え書き」）
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五

⑮ 

講
筵
卷
兮
僧
歸
、
香
奩
掩
兮
人
散
。
源
順
九
月
盡
日
惜
秋
詩
序
。

⑯ 

何
必
蕙
帶
蘿
衣
、
抽
簪
於
北
山
之
北
、
蘭
撓
桂
檝
、
皷
枻
於
東
海
之
東
。
後

江
相
公
、
應
制
詩
序
。

　

こ
れ
ら
の
記
述
は
ど
の
よ
う
な
内
容
で
、
何
故
こ
こ
に
記
さ
れ
た
の
だ
ろ
う

か
。
ま
ず
こ
の
記
述
の
内
容
に
つ
い
て
、
①
〜
⑯
の
各
条
を
分
析
し
、【
出
拠
】

【
本
文
】【
大
意
】【
典
故
・
用
例
】
の
項
目
に
分
け
、
凡
例
の
よ
う
に
整
理
す
る
。

《
凡
例
》

【
出
拠
】
…
『
本
朝
文
粹
』
に
お
け
る
出
拠
で
、巻
・
部
門
（
細
目
）・
作
品
名
（
通

し
番
号
）・
作
者
名
の
順
に
記
し
た
。（
通
し
番
号
）
は
、
大
曾
根
章
介
・

金
原
理
・
後
藤
昭
雄
校
注
『
本
朝
文
粹
』（
岩
波
書
店
〈
新
日
本
古
典
文
学

大
系
〉、一
九
九
二
年
）（
以
下
、『
新
大
系
』）
の
「
本
朝
文
粋
原
文
総
目
次
」

の
番
号
に
よ
る
。

【
本
文
】
…
『
本
朝
文
粹
』
の
本
文
を
天
囚
の
抄
出
箇
所
の
前
後
を
含
め
て
抜

き
出
し
、抄
出
箇
所
に
傍
線
を
施
し
、続
け
て
書
き
下
し
文
を
掲
げ
た
。『
本

朝
文
粹
』
本
文
は
『
国
史
大
系
』
本
（
新
訂
増
補
国
史
大
系
『
本
朝
文
粹 

本
朝
續
文
粹
』
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
十
六
年
）
に
従
っ
た
。

 　
　

書
き
下
し
に
は
、
前
掲
の
大
曾
根
・
金
原
・
後
藤
『
新
大
系
』
の
他
、

柿
村
重
松
『
本
朝
文
粹
註
釋
』（
冨
山
房
、大
正
十
一
〈
一
九
二
二
〉
年
）（
以

下
、『
註
釋
』」）、
小
島
憲
之
『
懐
風
藻 

文
華
秀
麗
集 

本
朝
文
粋
』（
岩
波

書
店
〈
日
本
古
典
文
学
大
系
〉、昭
和
三
十
九
〈
一
九
六
四
〉
年
）（
以
下
、『
大

系
』）
を
参
照
し
た
。

【
大
意
】
…
本
文
の
意
味
が
お
お
む
ね
把
握
で
き
る
よ
う
に
、『
註
釋
』『
大
系
』

『
新
大
系
』
を
参
照
し
て
大
意
を
記
し
た
。
な
お
、
前
後
の
文
意
を
補
う
記

述
は
〔 

〕
に
括
っ
て
表
記
し
た
。

【
典
故
・
用
例
】
…
天
囚
の
抄
出
箇
所
に
関
す
る
典
故
・
用
例
に
つ
い
て
、『
楚
辭
』

に
関
連
す
る
も
の
に
限
定
し
、『
註
釋
』『
大
系
』『
新
大
系
』
に
指
摘
が
あ

れ
ば
そ
れ
を
掲
げ
、
そ
の
後
に
筆
者
の
気
づ
い
た
『
楚
辞
』
に
頻
出
す
る

特
徴
的
な
語
彙
や
、「
兮
」
な
ど
の
表
現
形
式
な
ど
を
指
摘
し
た
。

① 

文
選
竟
宴
。
菅
三
品　

江
學
士
始
授
文
選
於
諸
生
。 

暮
春
之
月
、二
十
七
日
、

聊
仍
舊
貫
、
以
開
宴
筵
。

【
出
拠
】『
本
朝
文
粹
』
巻
九
・
詩
序
二
（
人
事
）・
七
言
北
堂
文
選
竟
宴
各
詠

句
得
遠
念
賢
士
風
（
七
言 

北
堂
文
選
の
竟
宴
に
各
お
の
お
の

句
を
詠
じ
遠
く
賢
士

の
風
を
念
ふ
と
い
ふ
こ
と
を
得
た
り
）（
239
）・
菅
三
品
（
菅
原
文
時
）

【
本
文
】
抄
出
箇
所
は
こ
の
作
品
の
初
め
近
く
と
終
わ
り
近
く
の
二
箇
所
。
ア
・

イ
に
分
別
し
て
示
す
。

ア
聖
主
膺
籙
之
六
載
、
承
平
開
元
之
五
年
、（
中
略
）
時
屬
仲
冬
、
微
陽

應
節
。
翰
林
江
學
士
大
夫
、
始
授
文
選
於
諸
生
、
蓋
朝
議
也
。

　

聖
主 

籙ろ
く

に
膺あ
た

る
（
天
命
を
受
け
て
即
位
す
る
）
の
六
載
、
承
平
開

元
の
五
年
、（
中
略
）
時 

仲
冬
に
屬
し
、
微
陽 

節
に
應
ず
。
翰
林
江

學
士
大
夫
、
始
め
て
文
選
を
諸
生
に
授
く
。
蓋
し
朝
議
な
り
。

イ
暮
春
之
月
、
二
十
七
日
、
聊
仍
舊
貫
、
以
開
宴
筵
。
拖
朱
紆
紫
之
客
、

鳴
佩
履
而
競
來
、
遏
雲
迥
雪
之
倫
、
應
絲
竹
而
遞
進
。

　

暮
春
の
月
、
二
十
七
日
、
聊い
さ
さ

か
舊
貫
（
旧
例
）
に
仍よ

り
、
以
て

宴
筵
を
開
く
。
朱
を
拖ひ

き
紫
を
紆ま
と

ふ
の
客
（
高
位
高
官
の
人
）、
佩

履
を
鳴
ら
し
て
競
ひ
來
た
り
、
雲
を
遏と
ど

め
雪
を
迥め
ぐ

ら
す
の
倫
（
歌
い

舞
う
者
）、
絲
竹
に
應
じ
て
遞た
が

ひ
に
進
む
。

【
大
意
】
朱
雀
天
皇
の
承
平
五
年
（
九
三
五
）、
朝
議
に
よ
り
十
一
月
か
ら
翰
林

学
士
（
文
章
博
士
）
の
江
大
夫
（
従
五
位
上
の
大お
ほ

江え
の

維こ
れ

時と
き

）
が
文
選
の
授

業
を
始
め
、
天
慶
二
年
（
九
三
九
）
十
月
に
終
業
し
、
同
四
年
の
暮
春
（
三
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六

月
）
二
十
七
日
に
旧
例
に
よ
っ
て
竟
宴
が
開
か
れ
た
。
朱
や
紫
を
ま
と
う

賓
客
が
履
き
物
佩
び
物
を
鳴
ら
し
、
天
人
の
よ
う
に
管
弦
の
音
に
合
わ
せ

て
進
ん
で
来
る
。

【
典
故
・
用
例
】『
大
系
』『
新
大
系
』
は
こ
の
作
品
に
注
釈
し
な
い
。
○
聊
～
…

『
註
釋
』
に
『
楚
辭
』
の
典
故
・
用
例
の
指
摘
は
な
い
。
し
か
し
、「
聊
仍
舊

貫
」
の
「
聊
〜
」
は
『
楚
辭
』
に
頻
出
の
表
現
で
あ
る
。「
聊
〜
」
は
ふ
つ

う
「
聊い
さ
さ

か
」
と
訓
じ
、「
ち
ょ
っ
と
、
ひ
と
ま
ず
、
今
し
ば
ら
く
」
の
意
味

で
、
た
と
え
ば
、『
楚
辭
』「
離
騷
」
第
一
「
折
若
木
以
拂
日
兮
、
聊
逍
遙
以

相
羊
。（
若
木
を
折
り
て
以
て
日
を
拂
ひ
、聊
か
逍
遙
し
て
以
て
相
羊
す
。）」、

同
「
和
調
度
以
自
娛
兮
、
聊
浮
游
而
求
女
。（
調
度
を
和
し
て
以
て
自み
ず
か

ら
娛た
の

し
み
、
聊
か
浮
游
し
て
女
を
求
め
ん
。）」、
同
「
奏
九
歌
而
舞
韶
兮
、
聊
假

日
以
媮
樂
。（
九
歌
を
奏
し
て
韶
を
舞
ひ
、
聊
か
日
を
假
り
て
以
て
媮
樂
せ

ん
。）」、「
九
歌
」
第
二
（
雲
中
君
）「
龍
駕
兮
帝
服
、
聊
翺
遊
兮
周
章
。（
龍

駕
し
て
帝
服
し
、
聊
か
翺
遊
し
て
周
章
す
。）」、
同
（
湘
君
）「
時
不
可
兮
再

得
、
聊
逍
遙
兮
容
與
。（
時 

再
び
は
得
べ
か
ら
ず
、
聊
か
逍
遙
し
て
容
與

す
。）」、「
九
章
」
第
四
（
哀
郢
）「
登
大
墳
以
遠
望
兮
、
聊
以
舒
吾
憂
心
（
大

墳
に
登
り
以
て
遠
望
し
、
聊
か
以
て
吾
が
憂
心
を
舒
ぶ
。）」、「
九
辯
」
第
八

「
擥
騑
轡
而
下
節
兮
、
聊
逍
遙
以
相
佯
。（
騑
の
轡
を
擥
り
て
節
を
下
し
、
聊

か
逍
遙
し
て
以
て
相
佯
す
。）」
な
ど
と
見
え
、『
楚
辭
』
全
体
で
二
十
二
例
、

屈
原
・
宋
玉
の
作
品
に
限
っ
て
も
十
三
例
を
数
え
る
。『
楚
辭
』
に
特
徴
的

な
表
現
と
い
え
る
。

 　
　

周
知
の
よ
う
に
『
文
選
』
に
は
、『
楚
辭
』
を
構
成
す
る
屈
原
の
作
（「
離

騒
」「
九
歌
（
東
皇
太
一
・
雲
中
君
・
湘
君
・
湘
夫
人
・
少
司
命
・
山
鬼
）」「
九

章
（
涉
江
）」「
ト
居
」「
漁
父
」）
や
宋
玉
の
作
（「
九
辯
」「
招
魂
」）
を
収

め
る
。
こ
の
箇
所
を
抄
出
し
た
天
囚
の
関
心
は
、大
学
寮
で
講
授
さ
れ
た『
文

選
』
自
体
よ
り
も
、『
文
選
』
所
収
の
屈
原
や
宋
玉
ら
の
作
す
な
わ
ち
『
楚
辭
』

へ
の
関
心
に
在
る
と
思
わ
れ
る
。

② 

鬱
邑
之
烟
難
散
。
巨
為
時
、
答
六
條
右
大
臣
辭
職
表
敕
。

【
出
拠
】『
本
朝
文
粹
』
卷
二
・
勅
答
・
答
六
條
右
大
臣
辭
職
表
敕
（
六
條
右
大

臣
〈
源
重
信
〉
の
職
を
辭
す
る
表
に
答
ふ
る
敕
）（
55
）・
巨
為
時
（
巨
勢

為
時
）

【
本
文
】
於
戲
、
止
足
之
慮
、
厲
鄉
之
風
雖
高
、
謙
退
之
詞
、
鬱
邑
之
烟
難
散
。

惟
公
、
朝
之
宿
齒
、
瀝
肝
膽
而
年
深
、
國
之
英
髦
、
經
喉
舌
而
日
久
。

　

あ
あ
、
止
足
の
慮
、
厲
鄉
の
風 

高
し
と
雖
も
、
謙
退
の
詞
、
鬱
邑
の

烟 

散
り
難
し
。
惟
れ
公
は
、
朝
の
宿
齒
な
り
、
肝
膽
を
瀝
ぎ
て
年
深
し
。

國
の
英
髦
な
り
、
喉
舌
を
經
て
日
久
し
。

【
大
意
】
源
重
信
（
六
条
左
大
臣
）
が
、
右
大
臣
の
職
を
辞
す
る
こ
と
を
願
い

出
た
表
（
上
奏
文
）
に
対
し
、
正
曆
二
年
（
九
九
一
）
十
二
月
二
十
三
日

に
天
皇
が
下
し
た
勅
答
（
回
答
の
勅
書
）。

 　
　

右
大
臣
（
源
重
信
）
の
無
欲
さ
お
よ
び
老
子
の
風
格
は
気
高
い
が
、
そ

の
辭
表
の
謙
退
の
言
葉
を
見
て
、
私
は
鬱
邑
（
憂
鬱
の
意
）
の
情
が
も
や

も
や
と
心
を
覆
っ
て
発
散
し
が
た
い
。
思
う
に
、
公
は
朝
廷
の
元
老
か
つ

俊
英
と
し
て
長
年
誠
忠
を
尽
く
し
重
職
を
果
た
し
て
き
た
。

【
典
故
・
用
例
】『
大
系
』『
新
大
系
』
は
こ
の
作
品
に
注
釈
し
な
い
。
○
鬱
邑
…

『
註
釋
』
に
、『
楚
辭
』「
離
騷
」
第
一
の
「
忳
鬱
邑
余
侘
傺
兮
（
忳と
ん

と
鬱う
つ

邑ゆ
う

と
し
て
余わ
れ

侘た

傺た
い

す
）」、
お
よ
び
洪
興
祖
『
楚
辞
補
注
』
の
「
鬱
邑
、
憂
貌
。」

を
指
摘
す
る
。『
註
釋
』
は
一
例
を
挙
げ
る
の
み
だ
が
、他
に
同
じ
く
「
離
騷
」

に
「
曾
歔
欷
余
鬱
邑
兮
、
哀
朕
時
之
不
當
。（
曾か
さ

ね
て
歔き
ょ

欷き

〈
す
す
り
泣
き
〉

し
て
余わ
れ

鬱
邑
し
、朕わ

が
時
の
當
ら
ざ
る
を
哀
し
む
）」、「
九
章
」
第
四
（
惜
誦
）

に
「
心
鬱
邑
余
侘
傺
兮
、
又
莫
察
余
之
中
情
。（
心
鬱
邑
と
し
て
余 

侘
傺
し
、

又
余
の
中
情
を
察
す
る
莫
し
。）」
と
見
え
る
。「
邑
」
は
「
悒
（
憂
う
の
意
）」



『本朝文粹』における『楚辭』

七

の
仮
借
字
で
あ
る
が
、『
楚
辭
』
中
で
は
「
鬱
悒
」
で
は
な
く
「
鬱
邑
」
が

使
わ
れ
る
。「
鬱
邑
」
は
『
楚
辭
』
に
特
徴
的
な
語
彙
と
い
え
る
。

③ 
是
迍
邅
坎
壈
之
府
、
窮
困
凍
餧
之
鄉
。　

三
善
清
行
、
意
見
十
二
條
。

【
出
拠
】『
本
朝
文
粹
』
巻
二
・
意
見
封
事
・
意
見
十
二
箇
条
（
67
）・
善
相
公
（
三

善
清
行
）

【
本
文
】
於
是
後
進
者
、
偏
見
此
軰
成
羣
、
即
以
為
大
學
是
迍
邅
坎
壈
之
府
、

窮
困
凍
餧
之
鄉
、
遂
至
父
母
相
誡
、
勿
令
子
孫
齒
學
館
者
也
。

 　
　

是こ
こ

に
於
い
て
後
進
者
は
、
偏か
た
は

ら
に
此
の
軰
の
羣
を
成
す
を
見
て
、
即
ち

以
て
大
學
は
是
れ
迍ち
ゅ
う
て
ん

坎か
ん

壈ら
ん

の
府
、
窮
困
凍と
う

餧だ
い

の
鄉
な
り
と
為
し
、
遂
に

父
母 

相
誡い
ま
し

め
て
、
子
孫
を
し
て
學
館
に
齒よ
わ
い

せ
し
む
る
者
勿な

き
に
至
る
な

り
。

【
大
意
】
十
二
箇
条
の
う
ち
の
第
四
条
「
請
加
給
大
學
生
徒
食
糧
事
（
大
學
生

徒
の
食
糧
を
加
給
せ
ん
こ
と
を
請
ふ
事
）」。

 　
　
〔
治
国
の
道
は
賢
才
を
用
い
る
に
在
り
、
賢
才
を
得
る
は
学
校
を
興
す
を

本
と
す
る
。
さ
り
な
が
ら
、抜
擢
さ
れ
た
一
部
の
学
生
以
外
は
、路
頭
に
迷
っ

て
い
る
の
が
現
状
。〕
よ
っ
て
後
進
の
者
は
窮
乏
す
る
学
生
を
み
て
、
大
学

は
迍
邅
坎
壈
（
行
き
悩
ん
で
不
遇
）
の
者
の
機
関
、
窮
困
凍
餧
（
貧
窮
し

て
餓
え
凍
え
る
）
の
者
の
場
所
と
見
な
し
、
こ
う
し
て
両
親
は
「
子
や
孫

を
大
学
に
入
れ
て
は
い
け
な
い
」
と
戒
め
る
始
末
。

【
典
故
・
用
例
】『
大
系
』『
新
大
系
』
は
こ
の
作
品
に
注
釈
し
な
い
。
○
坎
壈
…

『
註
釋
』
に
、『
楚
辭
』「
九
辯
」
第
八
「
坎
壈
兮
貧
士
失
職
而
志
不
平
。（
坎か
ん

壈ら
ん

た
り
貧
士
職
を
失
う
て
志
平
か
な
ら
ず
。）」、
洪
興
祖
『
楚
辞
補
注
』
所

引
の
五
臣
注
「
坎
壈
、困
窮
。」
を
指
摘
す
る
。
他
に
「
九
歎
」
第
十
六
（
怨

思
）
に
「
惟
鬱
鬱
之
憂
毒
兮
、
志
坎
壈
而
不
違
（
惟
れ
鬱
鬱
と
し
て
之
れ
憂

ひ
毒そ
こ
な

ひ
、
志 

坎
壈
た
れ
ど
も
違た
が

は
ず
）」、
王
逸
注
「
坎
壈
、
不
遇
貌
也
」

と
あ
る
。
○
窮
困
…
『
註
釋
』
は
指
摘
し
な
い
が
、『
楚
辭
』「
離
騷
」
第
一

に
「
忳
鬱
邑
余
侘
傺
兮
、
吾
獨
窮
困
乎
此
時
也
（
忳と
ん

と
鬱う
つ

邑ゆ
う

と
し
て
余わ
れ

侘た

傺た
い

す
、
吾
獨
り
此
の
時
に
窮
困
す
る
な
り
。）」、「
七
諫
」
第
十
三
（
怨
世
）
に

「
呂
望
窮
困
而
不
聊
生
兮
，
遭
周
文
而
舒
志
。（
呂
望 

窮
困
し
て
聊い
や
し

く
も
生

き
ず
，
周
文
に
遭
ひ
て
志
を
舒
ぶ
。）」
と
あ
る
。

④ 

何
以
子
晉
駕
鶴
、
獨
稟
輕
舉
之
靈
。
春
澄
善
繩
神
仙
問
。

【
出
拠
】『
本
朝
文
粹
』
卷
三
・
對
冊
・
神
仙
・
參
議
正
四
位
下
行
式
部
大
輔
春

澄
朝
臣
善
繩
問
（
69
）。

【
本
文
】
何
以
子
晉
駕
鶴
、
獨
稟
輕
舉
之
靈
、
曼
都
對
人
、
空
造
誕
漫
之
語
。

 　
　

何
を
以
て
子
晉 

鶴
を
駕
し
て
、
獨
り
輕
舉
の
靈
を
稟う

け
、
曼
都 

人
に
對む
か

ひ
て
、
空
し
く
誕
漫
の
語
を
造な

す
。

【
大
意
】
春は
る

澄ず
み
の

善よ
し

繩つ
な

に
よ
る
神
仙
の
存
在
に
関
す
る
問
い
。

 　
　
〔
仙
界
は
人
界
か
ら
遠
く
離
れ
て
窺
い
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
仙
人

は
赤
鯉
や
青
牛
に
載
り
、
不
死
長
生
の
藥
や
術
を
伝
え
て
い
る
。〕
ど
う
し

て
、
王
子
晉
（
字
は
子
喬
。『
列
仙
伝
』
に
見
え
る
）
だ
け
が
白
鶴
に
乗
っ

て
天
に
昇
る
霊
力
を
得
、
項こ
う

曼ま
ん

都と

※
は
〔
仙
人
の
術
を
学
ぶ
も
成
就
せ
ず
〕

人
に
嘘
を
つ
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

※
項
曼
都
…
河
東
蒲
坂
の
人
。
家
を
離
れ
山
に
入
っ
て
仙
術
を
学

び
、
十
年
経
っ
て
家
に
戻
っ
た
。
家
人
に
語
る
に
、
龍
に
乗
っ

て
天
上
に
昇
り
、
天
帝
の
前
で
失
礼
し
、
斥
け
ら
れ
て
故
郷
に

戻
っ
た
と
。
河
東
で
は
彼
を「
斥
仙
」と
呼
ん
だ
と
い
う
。『
論
衡
』

道
虚
篇
は
、
項
曼
都
が
家
を
出
て
仙
術
を
修
得
で
き
ず
、
お
め

お
め
帰
郷
し
黙
っ
て
い
る
の
を
恥
じ
て
「
天
上
に
昇
っ
た
」
と

嘘
を
つ
い
た
の
だ
ろ
う
、
と
評
し
て
い
る
。

【
典
故
・
用
例
】『
大
系
』『
新
大
系
』
は
こ
の
作
品
に
注
釈
し
な
い
。
○
駕
…
『
註



矢羽野　隆　男

八

釋
』
は
『
楚
辭
』
の
典
故
・
用
例
を
指
摘
し
な
い
が
、『
楚
辭
』
に
は
霊
獣

の
類
を
駕
し
て
天
に
昇
る
表
現
が
多
く
見
え
る
。
例
え
ば
、「
離
騷
」
第
一

「
為
余
駕
飛
龍
兮
（
余
が
為
に
飛
龍
を
駕
し
）」、同
「
駕
八
龍
之
婉
婉
兮
（
八

龍
の
婉
婉
た
る
を
駕
し
）」、「
九
歌
」
第
二
（
湘
君
）「
駕
飛
龍
兮
北
征
（
飛

龍
を
駕
し
て
北
に
征
く
）」、
同
（
河
伯
）「
駕
兩
龍
兮
驂
螭
（
兩
龍
を
駕
し

て
螭
を
驂
に
す
）」、「
九
章
」
第
四
（
涉
江
）「
駕
青
虬
兮
驂
白
螭
（
青
虬

を
駕
し
て
白
螭
を
驂
に
す
）」、「
遠
遊
」
第
五
「
駕
八
龍
之
婉
婉
兮
（
八
龍

の
婉
婉
た
る
を
駕
し
）」、「
七
諫
」
第
十
三
（
自
悲
）「
駕
青
龍
以
馳
騖
兮
（
青

龍
を
駕
し
て
以
て
馳
騖
し
）」、「
九
歎
」
第
十
六
（
遠
遊
）「
駕
鸞
鳳
以
上

遊
兮
、
從
玄
鶴
與
鷦
明
。（
鸞
鳳
を
駕
し
て
以
て
上
に
遊
び
、
玄
鶴
と
鷦
明

と
を
從
ふ
。）」
な
ど
。
○
輕
擧
…
『
註
釋
』
は
『
楚
辭
』
の
典
故
・
用
例

を
指
摘
し
な
い
が
、「
遠
遊
」
第
五
に
「
悲
時
俗
之
迫
阨
兮
、願
輕
舉
而
遠
遊
。

（
時
俗
の
迫
阨
を
悲
し
み
、
輕
舉
し
て
遠
遊
せ
ん
と
願
ふ
。）」
と
あ
る
。
一

例
し
か
な
い
「
輕
擧
」
は
と
も
か
く
、「
駕
〜
」
は
『
楚
辭
』
に
特
徴
的
な

表
現
と
い
え
る
。

⑤ 

○
夔
子
之
國
，
屈
原
之
鄉
，
既
言
俊
異
善
生
。
橘
直
幹
問
辨
山
水
。

【
出
拠
】『
本
朝
文
粹
』
卷
三
・
對
冊
・
辨
山
水
（
79
）・
從
五
位
上
行
文
章
博

士
橘
朝
臣
直
幹
問
。

【
本
文
】
夔
子
之
國
、
屈
原
之
鄉
、
既
言
俊
異
善
生
、
何
以
嶮
邪
復
出
。

 　
　

夔き

子し

の
國
、
屈
原
の
鄉
、
既
に
俊
異 

善
く
生
ず
と
言
ふ
、
何
を
以
て
か

嶮け
ん

邪じ
ゃ

復ま

た
出
づ
る
。

【
大
意
】
橘
た
ち
ば
な
の

直な
お

幹も
と

に
よ
る
山
水
に
関
す
る
問
い
。

 　
　
〔
天
下
に
は
勝
れ
た
山
岳
・
河
川
が
無
限
に
あ
る
が
、
風
土
に
よ
り
趣
が

異
な
り
、
名
称
も
詳
ら
か
に
し
難
い
。
例
え
ば
、
伏
羲
（
姓
は
風
）
の
姓

の
由
来
と
な
っ
た
風
山
の
位
置
は
ど
こ
か
、
灌
嬰
（
前
漢
の
将
軍
・
宰
相
）

が
か
つ
て
掘
り
、
孫
権
が
発
見
し
て
銘
文
を
刻
ん
だ
と
い
う
古
井
戸
は
ど

こ
か
。〕
夔
子
（
障
害
が
あ
っ
て
廃
嫡
さ
れ
た
楚
国
の
嫡
子
）
の
国
や
屈
原

の
郷
里
か
ら
は
、
俊
異
（
優
秀
）
な
人
物
を
輩
出
す
る
と
い
う
が
、
ど
う

し
て
嶮
邪
（
邪
悪
）
な
者
も
生
ま
れ
る
の
か
。

【
典
故
・
用
例
】『
註
釋
』『
大
系
』
は
こ
の
作
品
に
注
釈
し
、「
屈
原
之
郷
」
に

つ
い
て
、『
水
經
注
』
に
拠
っ
て
、「
秭
歸
縣
が
、
夔
子
が
住
み
の
ち
に
楚

の
属
国
と
な
っ
た
夔
子
の
國
で
あ
る
」（『
水
經
注
』
所
引
「
樂
緯
宋
忠
注
」）

こ
と
、「
屈
原
は
こ
の
秭
歸
縣
の
人
で
あ
る
。
こ
の
地
で
は
山
は
秀
で
水
は

清
い
た
め
に
俊
異
の
人
物
が
生
ま
れ
る
一
方
、
地
が
険
し
く
流
れ
が
急
で

あ
る
た
め
に
隘
（
狭
量
）
な
人
物
が
生
ま
れ
る
」（『
水
經
注
』
所
引
袁
山

松
「
宜
都
記
」）
こ
と
を
説
明
す
る
。
た
だ
、『
楚
辭
』
に
「
夔
子
」「
屈
原

之
郷
」「
俊
異
」「
善
生
」
の
語
彙
は
見
え
ず
、『
註
釋
』
に
も
『
楚
辭
』
の

典
故
・
用
例
の
指
摘
は
な
い
。

⑥ 

秋
水
字
河
伯
之
民
。　

大
江
澄
明
對
策
。

【
出
拠
】『
本
朝
文
粹
』
卷
三
・
對
冊
・
辨
山
水
（
80
）・
文
章
得
業
生
正
六
位

上
大
江
朝
臣
澄
明
對
。

【
本
文
】
草
木
扶
踈
、
春
風
梳
山
祇
之
髮
、
魚
虌
游
戲
、
秋
水
字
河
伯
之
民
。

韓
康
獨
往
之
栖
、
花
藥
如
舊
、
范
蠡
扁
舟
之
泊
、
煙
波
惟
新
。

 　
　

草
木 

扶
踈
た
り
、
春
の
風 

山
祇
の
髮
を
梳
く
し
け
ず

り
、
魚
虌 

游
戲
す
、
秋
の

水 

河
伯
の
民
を
字や
し
な

ふ
。
韓
康 

獨
り
往
く
の
栖
か
に
は
、
花
藥 

舊
の
如
く
、

范
蠡 

扁
舟
の
泊
り
に
は
、
煙
波 

惟
れ
新
た
な
り
。

【
大
意
】
前
条
⑤
の
山
水
に
関
す
る
橘
直
幹
の
問
い
に
対
し
、
大お
ほ

江え
の

澄す
み

明あ
き
ら

が
答

え
た
も
の
。
草
木
が
繁
茂
し
、
春
風
が
山
の
神
の
髪
を
吹
き
梳と

か
し
、
魚

や
鼈
す
っ
ぽ
ん

が
泳
ぎ
戯
れ
、
秋
の
川
が
黄
河
の
神
の
民
を
養
う
。

【
典
故
・
用
例
】『
新
大
系
』
は
こ
の
作
品
に
注
釈
し
な
い
。
○
河
伯
…
『
註
釋
』
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九

『
大
系
』
に
、『
楚
辭
』
の
典
故
・
用
例
の
指
摘
は
な
い
。
し
か
し
、「
九
歌
」

第
二
（
河
伯
）
は
、正
に
黄
河
の
神
で
あ
る
「
河
伯
」
を
主
題
と
す
る
も
の
。

他
に
「
天
問
」
第
三
「
胡

夫
河
伯
、
而
妻
彼
雒
嬪
（〔
天
帝
は
〕）
胡
ぞ

夫
の
河
伯
（
黄
河
の
神
）
を
い

て
、
而
し
て
彼
の
雒
嬪
（
洛
水
の
女
神
）

を
妻
と
す
る
。」、「
九
懷
」
第
十
五
（
尊
嘉
）「
河
伯
兮
開
門
、迎
余
兮
歡
欣
。

（
河
伯
は
門
を
開
き
、
余
を
迎
へ
て
歡
欣
す
。）」
が
あ
る
。

⑦ 

△
夔
子
舊
國
、
為
屈
靈
均
之
鄉
、
峻
異
嶮
邪
、
具
袁
山
松
之
記
。

【
出
拠
】『
本
朝
文
粹
』
卷
三
・
對
冊
・
辨
山
水
（
80
）・
文
章
得
業
生
正
六
位

上
大
江
朝
臣
澄
明
對
。

【
本
文
】
夔
子
舊
國
、
為
屈
靈
均
之
鄉
。
俊
異
嶮
邪
、
具
袁
山
松
之
記
。

 　
　

夔
子
舊
國
は
、
屈
靈
均
の
鄉
為た

り
。
俊
異
嶮
邪
は
、
袁
山
松
の
記
に
具つ
ぶ

さ
な
り
。

【
大
意
】
前
掲
⑤
の
山
水
に
関
す
る
橘
直
幹
の
問
い
―
「
夔
子
の
国
や
屈
原
の

郷
里
は
、
俊
異
（
優
秀
）
な
人
物
を
輩
出
す
る
と
い
う
が
、
ど
う
し
て
嶮

邪
（
険
悪
）
な
者
も
生
ま
れ
る
の
か
」
に
対
し
て
、
大お
ほ

江え
の

澄す
み

明あ
き
ら

が
答
え
た

も
の
。

 　
　

夔
子
の
国
は
、
屈
靈
均
の
生
ま
れ
故
郷
で
あ
り
、
俊
異
（
優
秀
）
な
人

物
の
み
な
ら
ず
嶮
邪
（
険
悪
）
な
人
物
も
生
ま
れ
る
理
由
は
、
袁
山
松
の

記
述
に
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。

※
袁
山
松
…
東
晋
の
文
人
、著
に
『
後
漢
書
』
が
あ
る
。『
註
釋
』『
大

系
』
の
指
摘
に
つ
い
て
は
、
前
条
⑤
の
【
典
故
・
用
例
】
を
参
照
。

【
典
故
・
用
例
】『
新
大
系
』は
こ
の
作
品
に
注
釈
し
な
い
。
○
靈
均
…
屈
原
の
字
。

『
註
釋
』『
大
系
』
は
、「
離
騷
」
第
一
「
名
余
曰
正
則
兮
、字
余
曰
靈
均
。（
余

を
名
づ
け
て
正
則
と
曰
ひ
、
余
を
字
し
て
靈
均
と
曰
ふ
。）」
を
指
摘
す
る
。

こ
の
他
に
、「
九
歎
」
第
十
六
（
離
世
）
に
「
兆
出
名
曰
正
則
兮
、
卦
發
字

曰
靈
均
。（
兆
う
ら
な
い

に
出
で
て
名
づ
け
て
正
則
と
曰
ひ
、
卦
に
發あ
ら

は
れ
て
字
し

て
靈
均
と
曰
ふ
。）」
と
見
え
る
。

⑧ 

連
枝
或
臨
艾
服
兮
凋
枯
、
臣
之
餘
六
旬
者
、
可
謂
家
老
。
末
多
列
槐
庭
兮

榮
顯
、
臣
之
居
三
公
者
、
是
摠
國
卿
。　

江
匡
衡
為
忠
義
公
辭
軄
第
三
表
。

【
出
拠
】『
本
朝
文
粹
』
卷
四
・
表
・
為
入
道
前
太
政
大
臣
辭
軄
并
封
戸
准
三
宮

第
三
表
（
入
道
前
太
政
大
臣
〈
藤
原
兼
家
〉
の
為
に
職
并
び
に
封
戸
准
三

宮
を
辭
す
る
第
三
表
）（
115
）・
江
匡
衡
（
大お
ほ

江え
の

匡ま
さ

衡ひ
ら

）。

【
本
文
】
夫
事
無
兩
全
、物
難
俱
有
。
連
枝
或
臨
艾
服
兮
凋
枯
、臣
之
餘
六
旬
者
、

可
謂
家
老
。
末
葉
多
列
槐
庭
兮
榮
顯
、臣
之
居
三
公
者
、是
摠
國
卿
。
加
以
、

兩
院
上
皇
、
不
棄
渭
陽
之
勞
功
、
擢
以
親
舅
矣
。

 　
　

夫
れ
事
は
兩ふ
た

つ
な
が
ら
全
き
こ
と
は
無
く
、
物
は
俱と
も

に
有た
も

つ
こ
と
は
難

し
。
連
枝
或
い
は
艾
服
に
臨
み
て
凋
枯
す
る
も
、
臣
の
六
旬
に
餘
る
は
、

家
老
と
謂
ふ
べ
し
。
末
葉
多
く
槐
庭
に
列
な
り
て
榮
顯
た
る
も
、
臣
の
三

公
に
居
る
は
、
是
れ
國
卿
を
摠す

ぶ
。
加
し
か
の
み

以な
ら
ず

、
兩
院
上
皇
、
渭
陽
の
勞
功

を
棄
て
た
ま
は
ず
、
擢ぬ
き

ん
づ
る
に
親
舅
を
以
て
す
。

【
大
意
】
永
祚
二
年
（
九
九
〇
）
二
月
四
月
、
藤
原
兼
家
が
摂
政
太
政
大
臣
の

職
な
ら
び
に
准
三
后
の
待
遇
を
辞
す
る
表
。

 　
　
〔
私
は
高
位
高
官
に
昇
り
、
無
事
に
長
寿
を
得
ま
し
た
。〕
物
事
に
は
両

全
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
我
が
兄
弟
は
五
十
歳
で
没
し
た
が
、
私
が

六
十
歳
を
越
え
た
の
は
一
族
の
長
老
と
い
え
、
ま
た
一
族
は
多
く
大
臣
に

列
し
て
繁
栄
す
る
が
、
私
が
三
公
の
位
に
在
る
の
は
国
家
の
高
官
を
統
べ

る
も
の
。
さ
ら
に
、
両
上
皇
は
外
戚
の
功
労
を
見
捨
て
ず
、
親
舅
（
母
方

の
伯
父
）
と
し
て
抜
擢
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

【
典
故
・
用
例
】『
大
系
』『
新
大
系
』
は
こ
の
作
品
に
注
釈
せ
ず
、『
註
釋
』
に

は
『
楚
辭
』
の
典
故
・
用
例
の
指
摘
は
な
い
。
○
顯
榮
…
功
業
卓
越
に
よ
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一
〇

り
富
貴
栄
華
を
得
る
こ
と
。『
楚
辭
』「
九
辯
」
第
八
「
太
公
九
十
乃
顯
榮
兮
、

誠
未
遇
其
匹
合
。（
太
公 

九
十
に
し
て
乃
ち
顯
榮
た
り
、
誠
に
未
だ
其
の
匹

合
に
遇
は
ず
。）」、
同
「
處
濁
世
而
顯
榮
兮
、
非
余
心
之
所
樂
。（
濁
世
に

處を

り
て
顯
榮
た
る
は
、
余
が
心
の
樂ね
が

ふ
所
に
非
ず
。）」
と
あ
る
。

 　
　

こ
の
箇
所
は
語
彙
面
で
「
顯
榮
」
が
『
楚
辭
』
と
の
関
係
を
指
摘
で
き

る
程
度
で
は
あ
る
が
、『
本
朝
文
粹
』
巻
四
に
収
め
る
作
品
の
う
ち
『
楚
辭
』

の
句
形
の
特
色
と
い
え
る
「
兮
」
と
い
う
助
字
を
用
い
る
の
は
こ
の
天
囚

の
抄
出
箇
所
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
条
は
語
彙
の
み
な
ら
ず
『
楚
辭
』
に
特

徴
的
な
「
兮
」
字
の
表
現
形
式
に
注
目
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

⑨ 

豈
料
、
畫
浮
榮
兮
字
不
成
、
澗
水
空
黷
、
破
宿
慮
兮
跡
難
隱
。
山
雲
正
愁
。

　

江
匡
衡
辭
表
。

【
出
拠
】『
本
朝
文
粹
』
卷
五
・
表
下
・
為
入
道
前
太
政
大
臣
出
家
後
辭
封
戸
井

准
三
宮
第
二
表
（
入
道
前
の
太
政
大
臣
〈
藤
原
兼
家
〉
の
為
に
出
家
後 

封

戶
并
び
に
准
三
宮
を
辭
す
る
第
二
表
）（
136
）・
江
匡
衡
（
大
江
匡
衡
）。

【
本
文
】
某
初
謂
一
投
夢
宅
變
易
之
柝
、
長
斷
畏
途
生
死
之
輪
。
豈
料
畫
浮
榮

兮
字
不
成
、
澗
水
空
黷
、
破
宿
慮
兮
跡
難
隱
、
山
雲
正
愁
、
譬
猶
欲
擾
野
鹿
、

以
先
控
良
弓
、
逐
家
狗
以
還
予
滋
味
者
歟
。

 　
　

某
そ
れ
が
し

初
め
は
一
た
び
夢
宅
變
易
の
柝
を
投
じ
て
、
長
く
畏
途
生
死
の
輪

を
斷
た
ん
と
謂
ひ
き
。
豈
に
料は
か

ら
ん
や 

浮
榮
を
畫か
ぎ

り
て
字
成
ら
ず
、
澗
水 

空
し
く
黷け
が

れ
、
宿
慮
を
破
り
て
跡
隱
し
難
く
、
山
雲 

正
に
愁
へ
ん
、
譬
へ

ば
猶
ほ
野
鹿
を
擾な

ら
さ
ん
と
欲
し
て
、
以
て
先
づ
良
弓
を
控ひ

き
、
家
狗
を

逐
は
ん
と
し
て
以
て
還か
え

っ
て
滋
味
を
予あ
た

ふ
る
が
ご
と
き
者
か
。

【
大
意
】
永
祚
二
年
（
九
九
〇
）
六
月
、
藤
原
兼
家
が
出
家
し
て
後
に
仏
道
成

就
を
願
っ
て
封ふ

戸こ

（
貴
族
に
給
付
さ
れ
る
公
民
の
戸
）
と
准
三
后
の
待
遇

を
辞
す
る
表
。

 　
　
〔
出
家
し
な
が
ら
も
、
息
子
（
道
隆
）
は
摂
政
関
白
と
な
り
、
我
が
身
は

以
前
の
ま
ま
准
三
后
の
待
遇
を
賜
っ
て
い
る
。〕
私
は
初
め
、
一
た
び
有
為

転
変
へ
の
執
着
を
棄
て
、
輪
廻
転
生
の
苦
し
み
を
断
と
う
と
思
い
ま
し
た
。

し
か
し
豈
に
図
ら
ん
や
、
栄
華
を
避
け
よ
う
と
し
な
が
ら
果
た
せ
ず
、
渓

谷
の
流
れ
は
無
駄
に
汚
れ
、
仏
道
成
就
の
宿
願
を
破
っ
て
隠
遁
し
き
れ
ず
、

山
雲
は
悲
し
ん
で
お
り
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
は
ち
ょ
う
ど
野
鹿
を
馴
ら
そ
う

と
し
て
弓
を
引
き
、
犬
を
追
い
払
お
う
と
し
て
美
味
い
も
の
を
や
る
よ
う

な
も
の
で
す
。

【
典
故
・
用
例
】『
大
系
』『
新
大
系
』
は
こ
の
作
品
に
注
釈
し
な
い
。『
註
釋
』

に
は『
楚
辭
』の
典
故
・
用
例
の
指
摘
は
な
い
。
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
、『
楚

辭
』
に
特
徴
的
な
語
彙
は
無
い
が
、
巻
五
所
収
の
作
品
の
う
ち
『
楚
辭
』

に
特
徴
的
な
助
字
「
兮
」
を
用
い
る
の
は
、天
囚
の
抄
出
箇
所
だ
け
で
あ
る
。

こ
の
条
は
語
彙
よ
り
も
「
兮
」
字
を
用
い
た
表
現
に
着
目
し
て
抄
出
さ
れ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

⑩
原
野
寂
兮
極
目
、
庭
柯
槭
兮
傷
情
。
紀
齊
名
、
落
葉
賦
。

【
出
拠
】『
本
朝
文
粹
』
卷
一
・
賦
（
樹
木
）・
落
葉
賦
（
8
）・
紀き
の

齊た
だ

名な

。

【
本
文
】
陶
彭
澤
之
門
前
、
烟
晴
五
柳
。
既
而
微
寒
至
、
景
氣
清
。
原
野
寂
兮

極
目
、
庭
柯
槭
兮
傷
情
。
洞
庭
湖
幽
、
水
洗
文
錦
之
色
。
上
林
苑
冷
、
嵐

吹
虫
字
之
聲
。

 　
　

陶
彭
澤
の
門
の
前
、
烟 

五
柳
に
晴
れ
た
り
。
既
に
し
て
微
寒 

至
り
、
景

氣 

清
し
。
原
野 

寂
と
し
て
目
を
極
め
、
庭
柯 

槭
と
し
て
情
を
傷
ま
し
む
。

洞
庭 

湖
幽
に
し
て
、
水 

文
錦
を
洗
ふ
の
色
、
上
林 

苑
冷
や
か
に
し
て
、
嵐 

虫
字
を
吹
く
の
聲
。

【
大
意
】
陶
淵
明
の
家
の
門
前
、
そ
こ
あ
る
五
本
の
柳
に
か
か
っ
て
い
た
煙
霧

が
晴
れ
、
ま
も
な
く
肌
寒
く
な
り
景
色
も
清
々
し
く
な
っ
た
。
野
原
は
も
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一
一

の
寂
し
く
遠
く
ま
で
見
渡
せ
、
庭
の
木
々
は
葉
を
落
と
し
人
を
悲
し
ま
せ

る
。
洞
庭
湖
は
ひ
っ
そ
り
静
か
に
、湖
水
は
紅
葉
の
錦
を
洗
っ
て
色
鮮
や
か
、

上
林
苑
は
冷
や
か
に
、
嵐
は
虫
食
い
の
木
の
葉
を
吹
い
て
音
を
立
て
る
。

【
典
故
・
用
例
】『
大
系
』『
新
大
系
』
は
こ
の
作
品
に
注
釈
し
な
い
。
○
原
野

寂
…
『
註
釋
』
は
、『
楚
辭
』「
遠
遊
」
第
五
の
「
山
蕭
條
而
無
獸
兮
、
野

寂
漠
其
無
人
。（
山 

蕭
條
と
し
て
獸
無
く
、野 

寂
漠
と
し
て
其
れ
人
無
し
。）」

を
指
摘
す
る
。

⑪ 

人
物
變
兮
、
烟
霞
無
變
。
時
世
改
兮
、
風
流
不
改
。　

源
順
、
奉
同
源
澄

才
子
河
原
院
賦
。

【
出
拠
】『
本
朝
文
粹
』
卷
一
・
賦
（
居
處
）・
奉
同
源
澄
才
子
河
原
院
賦
（
源

澄
才
子
が
河
原
院
賦
に
同
じ
奉
る
）（
10
）・
源
み
な
も
と
の

順
し
た
が
ふ

。

【
本
文
】
然
猶
山
貌
疊
嵩
、
岸
勢
縮
海
。
人
物
變
兮
、
煙
霞
無
變
。
時
世
改
兮
、

風
流
不
改
。
蘆
錐
之
穿
沙
抽
日
、
波
鷗
戲
波
。
葉
錦
之
照
水
浮
時
、
綵
鴛

添
綵
。

 　
　

然
れ
ど
も
猶
ほ
山
の
貌か
た
ち

は
嵩た
か

き
を
疊
み
、
岸
の
勢
ひ
は
海
を
縮
む
。
人

物
は
變
れ
ど
も
、
煙
霞
は
變
は
る
無
く
、
時
世
は
改
れ
ど
も
、
風
流
は
改

ま
ら
ず
。
蘆ろ

錐す
い

の
沙す
な

を
穿
ち
て
抽ぬ

き
い
づ
る
日
、
波
鷗 

波
に
戲
れ
、
葉
錦

の
水
を
照
ら
し
て
浮
ぶ
時
、
綵
鴛 

綵い
ろ
ど

り
を
添
ふ
。

【
大
意
】
源
澄
の
作
っ
た
河
原
院
賦
と
同
じ
韻
を
用
い
て
作
っ
た
も
の
。
河
原

院
は
も
と
源
融
の
邸
宅
で
、
鴨
川
に
近
接
し
て
い
た
。

 　
　
〔
河
原
院
の
現
状
は
と
い
え
ば
〕
山
の
姿
は
高
き
が
上
に
高
き
を
加
え
、

池
の
岸
は
海
を
縮
め
た
か
の
よ
う
。
人
や
動
物
は
変
化
す
る
が
煙
霞
な
ど

自
然
の
風
景
は
変
わ
る
こ
と
な
く
、
時
世
は
改
ま
る
が
風
雅
の
遊
び
は
改

ま
る
こ
と
は
な
い
。
蘆
の
芽
が
砂
を
突
き
ぬ
け
て
出
る
春
の
日
に
は
、
並

み
に
浮
か
ぶ
鷗
が
波
と
戯
れ
、
紅
葉
が
水
に
照
り
映
え
て
浮
か
ぶ
時
、
美

し
い
鴛
鴦
が
更
に
彩
り
を
添
え
る
。

【
典
故
・
用
例
】『
新
大
系
』
は
こ
の
作
品
に
注
釈
し
な
い
。『
註
釋
』『
大
系
』

に
は
『
楚
辭
』
の
典
故
・
用
例
の
指
摘
は
な
い
。
○
時
世
改
…
『
楚
辭
』「
九

辯
」
第
八
に
「
恐
時
世
之
不
固
（
恐
ら
く
は
時
世
の
固
か
ら
ざ
る
を
）」
と

あ
る
。『
楚
辭
』
に
お
け
る
「
時
世
」
の
用
例
は
こ
の
一
例
だ
け
だ
が
、
世

の
中
の
変
化
を
意
味
す
る
表
現
は
少
な
か
ら
ず
見
え
る
。
例
え
ば
、「
離
騷
」

第
一「
時
繽
紛
其
變
易
兮
、又
何
可
以
淹
留
。（
時
繽
紛
と
し
て
其
れ
變
易
す
、

又
た
何
ぞ
以
て
淹
留
す
べ
け
ん
。）」、
そ
の
王
逸
注
「
言
時
世
溷
濁
、
善
惡

變
易
、
不
可
以
久
留
、
宜
速
去
也
。（
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
時
世
溷
濁
し
、
善

惡
變
易
す
、
以
て
久
し
く
留
ま
る
べ
か
ら
ず
、
宜
し
く
速
か
に
去
る
べ
き

な
り
。）」
と
あ
る
。
ま
た
同
「
離
騷
」
第
一
に
「
固
時
俗
之
流
從
兮
、
又

孰
能
無
變
化
。（
固
よ
り
時
俗
の
流
れ
に
從
ふ
、
又
た
孰
れ
か
能
く
變
化
無

か
ら
ん
。）」
そ
の
王
逸
注
「
言
時
世
俗
人
隨
從
上
化
、
若
水
之
流
。（
言
ふ

こ
こ
ろ
は
、
時
世
俗
人 

上
化
に
隨
從
す
る
こ
と
、
水
の
流
れ
の
ご
と
し
。）」

と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
『
楚
辭
』
本
文
に
は
「
時
世
」
の
語
は
一
例
し
か

な
い
が
、「
時
代
や
俗
人
の
転
変
極
ま
ら
ぬ
中
に
あ
っ
て
、
節
操
を
変
え
な

い
自
分
」
と
い
う
文
脈
で
「
時
」「
世
」
な
ど
の
語
が
少
な
か
ら
ず
用
い
ら

れ
る
。
か
つ
王
逸
注
に
は
「
時
世
」
の
語
は
頻
出
す
る
。
ま
た
表
現
形
式

の
面
で
は
「
人
物
變
兮
」「
時
世
改
兮
」
と
、『
楚
辭
』
に
特
徴
的
な
助
字
「
兮
」

を
用
い
る
点
で
も
抄
出
さ
れ
た
も
の
か
。

⑫ 
○
不
歠
其
醨
、
雖
孤
漁
父
之
誨
、
不
容
何
病
、
可
祖
顏
子
之
詞
。
前
中
書

王
兼
明
兔
裘
賦
。

【
出
拠
】『
本
朝
文
粹
』
巻
一
・
賦
（
幽
隱
）・
兔
裘
賦
并
序
（
兔
裘
賦 

并
び
に
序
）

（
13
）・
前
中
書
王
（
兼
明
親
王
）。

【
本
文
】
往
哲
舉
措
、
無
有
磷
緇
。
不
歠
其
醨
、
雖
孤
漁
父
之
誨
、
不
容
何
病
、
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可
祖
顏
子
之
詞
。

 　
　

往
哲
の
舉
措
、
磷
緇
有
る
こ
と
無
し
。
其
の
醨し
る

を
歠す
す

ら
ず
、
漁
父
の
誨を
し

へ
に
孤そ
む

く
と
雖
も
、
容い

れ
ら
れ
ざ
る
を
何
ぞ
病
ま
ん
、
顏
子
の
詞
を
祖
と

す
べ
し
。

【
大
意
】
兼
明
親
王
は
醍
醐
天
皇
の
皇
子
で
、
七
歳
の
と
き
に
源
氏
の
姓
を
賜
っ

て
臣
籍
に
降
り
、
左
大
臣
に
ま
で
至
っ
た
。
貞
元
二
年
（
九
七
七
）
に
藤

原
兼
通
の
謀
略
に
よ
っ
て
親
王
に
復
し
二
品
中
務
卿
の
閑
職
に
遷
さ
れ
た
。

嵯
峨
亀
山
の
地
に
退
隠
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
親
王
の
悲
痛
な
心
情
が
綴
ら

れ
た
の
が
こ
の
「
兔
裘
賦
」。
作
中
で
親
王
は
、「
俗
人
の
生
き
方
に
合
わ

せ
て
生
き
よ
」
と
い
う
『
楚
辭
』「
漁
父
」
第
七
の
漁
父
の
教
え
を
拒
み
、

世
に
容
れ
ら
れ
な
い
の
を
承
知
で
敢
え
て
直
道
を
進
む
屈
原
的
な
生
き
方

を
希
求
し
て
い
る
※
。

 　
　
〔
今
の
世
は
邪
佞
の
臣
が
専
横
を
極
め
、
人
倫
は
頽
廃
し
て
し
ま
っ
た
。〕

昔
の
賢
者
哲
人
の
振
る
舞
い
は
、
す
り
減
っ
て
薄
く
な
っ
た
り
、
白
い
も

の
が
汚
れ
て
黒
ず
ん
だ
り
す
る
こ
と
は
な
い
。〔
世
間
が
酔
っ
て
い
る
な
ら
、

そ
れ
に
合
わ
せ
て
醨し
る

（
薄
酒
）
を
歠す
す

れ
ば
よ
い
と
漁
父
は
教
え
た
が
〕
私

は
醨
を
歠
ら
ず
、
漁
父
の
教
え
に
背
く
と
は
い
っ
て
も
、「
世
に
受
け
容
れ

ら
れ
な
い
の
を
気
に
し
な
い
」
と
、
顔
回
が
〔
孔
子
一
行
が
危
難
に
遭
っ

た
と
き
に
〕
孔
子
に
言
っ
た
こ
の
言
葉
を
尊
ん
で
従
お
う
。

※
大
曾
根
章
介「「
兔
裘
賦
」小
論
―「
鵩
鳥
賦
」と
の
比
較
考
察
―
」

（『
大
曾
根
章
介 

日
本
漢
文
学
論
集
』
第
二
巻
、
汲
古
書
院
、
平

成
十
〈
一
九
九
八
〉
年
）
参
照
。

【
典
故
・
用
例
】
序
に
賈
誼
の
「
鵩
鳥
賦
」
に
擬
し
て
作
っ
た
と
い
う
が
、
そ

も
そ
も
賈
誼
は
屈
原
の
境
遇
を
哀
惜
し
、『
楚
辭
』
の
作
風
の
継
承
者
で
あ

る
か
ら
、
お
の
ず
と
「
兔
裘
賦
」
も
『
楚
辭
』
的
な
心
情
そ
し
て
表
現
が

濃
厚
で
あ
る
。
○
不
歠
其
醨
…
『
註
釋
』『
大
系
』『
新
大
系
』
と
も
に
、『
楚

辭
』「
漁
父
」
第
七
を
指
摘
す
る
。「
漁
父
」
に
「
漁
父
曰
、
聖
人
不
凝
滯

於
物
、
而
能
與
世
推
移
。（
中
略
）
衆
人
皆
醉
、
何
不
餔
其
糟
而
歠
其
釃
。

何
故
深
思
高
舉
、
自
令
放
為
。（
漁
父
曰
く
、
聖
人 

物
に
凝
滯
せ
ず
、
而
し

て
能
く
世
と
推
移
す
。（
中
略
）
衆
人 

皆
醉
は
ば
、
何
ぞ
其
の
糟
を
餔
ひ
て

其
の
釃
を
歠
ら
ざ
る
。
何
の
故
に
深
く
思
ひ
て
高
く
舉
が
り
、
自
ら
放
た

し
る
む
る
を
為
さ
ん
。）」
○
不
容
…
「
不
容
何
病
」
は
、『
註
釋
』
他
が
指

摘
す
る
と
お
り
、
陳
蔡
で
の
危
難
に
際
し
て
顔
回
が
孔
子
に
述
べ
た
、『
史

記
』
孔
子
世
家
に
見
え
る
言
葉
で
あ
る
が
、『
楚
辭
』
に
も
「
不
容
（
容
れ

ら
れ
ず
）」の
用
例
は
あ
る
。「
七
諫
」第
十
三（
沈
江
）「
獨
廉
潔
而
不
容
兮
、

叔
齊
久
而
逾
明
。（
獨
り
廉
潔
に
し
て
容
れ
ら
れ
ず
、
叔
齊 

久
し
く
し
て
逾

い
よ
明
ら
か
な
り
。）」、「
七
諫
」
第
十
三
（
怨
思
）「
賢
士
窮
而
隱
處
兮
、

廉
方
正
而
不
容
。（
賢
士
窮
し
て
隱
れ
處
り
、
廉
方
正
に
し
て
容
れ
ら
れ

ず
。）」、「
哀
時
命
」第
十
四「
身
既
不
容
於
濁
世
兮
、不
知
進
退
之
宜
當
。（
身

既
に
濁
世
に
容
れ
ら
れ
ず
、
進
退
の
宜
當
を
知
ら
ず
。）」

⑬ 

○
彼
尼
父
之
一
望
也
、歎
龜
山
之
蔽
魯
。
靈
均
之
五
顧
也
、繞
沅
湘
而
傷
楚
。

同
上
。

【
出
拠
】
前
条
に
同
じ
く
、『
本
朝
文
粹
』
巻
一
・
賦
（
幽
隱
）・
兔
裘
賦
并
序
（
13
）・

前
中
書
王
。

【
本
文
】
扶
桑
豈
無
影
乎
、
浮
雲
掩
而
乍
昏
、
藂
蘭
豈
不
芳
乎
、
秋
風
吹
而
先
敗
。

彼
尼
父
之
一
望
也
、
歎
龜
山
之
蔽
魯
。
靈
均
之
五
顧
也
、
繞
沅
湘
而
傷
楚
。

欲
問
明
訓
於
先
賢
、
以
鑑
幽
致
於
萬
古
。

 　
　

扶
桑 

豈
に
影
無
か
ら
ん
や
、
浮
雲 

掩お
ほ

ひ
て
乍
ち
昏
し
。
藂
蘭 

豈
に
芳
し

か
ら
ざ
ら
ん
や
、
秋
風
吹
き
て
先
づ
敗
る
。
彼
の
尼
父
が
一
た
び
望
み
し
、

龜
山
の
魯
を
蔽お
ほ

へ
る
を
歎
く
。
靈
均
の
五
た
び
顧
み
し
、
沅
湘
を
繞め
ぐ

り
て

楚
を
傷
む
。
明
訓
を
先
賢
に
問
ひ
て
、以
て
幽
致
を
萬
古
に
鑑
み
ん
と
欲お
も

ふ
。



『本朝文粹』における『楚辭』

一
三

【
大
意
】
前
条
に
同
じ
く
、
兼
明
親
王
の
悲
痛
な
心
情
を
綴
る
。

 　
　

太
陽
に
は
光
が
あ
る
が
、雲
が
覆
う
と
忽
ち
暗
く
な
り
、蘭
は
芳
し
い
が
、

秋
風
が
吹
く
と
真
っ
先
に
萎
れ
て
し
ま
う
。
あ
の
仲
尼
（
孔
子
の
字
）
が

祖
国
の
魯
を
望
見
し
て
、
亀
山
が
遮
っ
て
い
る
の
を
（
臣
下
の
専
横
を
）

嘆
い
た
し
、
靈
均
（
屈
原
の
字
）
は
何
度
も
祖
国
の
楚
を
顧
み
て
、
沅
水
・

湘
水
の
ほ
と
り
を
彷
徨
っ
て
楚
の
乱
れ
を
悲
し
ん
だ
。
古
の
賢
人
の
万
古

に
わ
た
る
す
ぐ
れ
た
教
訓
を
鑑
と
し
て
奥
深
く
静
か
な
地
に
隠
棲
し
よ
う

と
思
う
。

【
典
故
・
用
例
】
○
靈
均
…
『
註
釋
』『
大
系
』『
新
大
系
』
と
も
に
、『
楚
辭
』「
離

騷
」第
一「
名
余
曰
正
則
兮
、字
余
曰
靈
均
。（
余
を
名
づ
け
て
正
則
と
曰
ひ
、

余
を
字
し
て
靈
均
と
曰
ふ
。）」
を
指
摘
す
る
。
○
繞
沅
湘
…
『
註
釋
』『
本

朝
文
粹
』『
本
朝
文
粹
』
と
も
に
、「
離
騷
」
第
一
「
濟
沅
湘
以
南
征
兮
、

就
重
華
而
敶
詞
。（
沅
湘
を
濟
り
て
以
て
南
に
征
き
、
重
華
〈
舜
の
名
〉
に

就
き
て
詞
を
敶の

べ
ん
。）」
を
指
摘
す
る
。
○
五
顧
…
『
註
釋
』
他
に
指
摘

は
な
い
が
、「（
故
国
等
を
）
顧
み
る
」
の
表
現
は
『
楚
辭
』
に
頻
出
す
る
。

例
え
ば
、「
離
騷
」
第
一
「
忽
反
顧
以
流
涕
兮
、
哀
高
丘
之
無
女
。（
忽
ち

反
顧
し
て
以
て
流
涕
し
、高
丘
の
女
無
き
を
哀
し
む
。）」、「
九
章
」
第
四
（
涉

江
）「
乘
鄂
渚
而
反
顧
兮
、欸
秋
冬
之
緒
風
。（
鄂
渚
に
乘の
ぼ

り
て
反
顧
す
れ
ば
、

あ
あ
秋
冬
の
緒
風
。）」、同
（
哀
郢
）「
過
夏
首
而
西
浮
兮
、顧
龍
門
而
不
見
。

（
夏
首
を
過
ぎ
て
西
に
浮
び
、
龍
門
（
楚
の
都
の
東
門
）
を
顧
み
れ
ど
も
見

へ
ず
。）」、「
七
諫
」
第
十
三
（
自
悲
）「
過
故
鄉
而
一
顧
兮
、泣
歔
欷
而
霑
衿
。

（
故
鄉
を
過
ぎ
て
一
顧
し
、
泣
き
て
歔
欷
し
て
衿
を
霑う
る
ほ

す
。）」
な
ど
。

⑭ 

榆
風
吹
兮
易
亂
、
桂
月
臨
兮
欲
晴
。
江
以
言
、
七
夕
應
制
詩
序
。

【
出
拠
】『
本
朝
文
粹
』
卷
八
・
詩
序
一
（
時
節
）・
七
夕
陪
秘
書
閣
同
賦
織
女

雲
為
衣
應
製
（
七
夕 

秘
書
閣
に
陪
し
て
同
じ
く
織
女
雲
を
衣
と
為
す
と
い

ふ
こ
と
を
賦
し
製
に
應
ず
）（
225
）・
江
以
言
（
大お
ほ

江え
の

以も
ち

言と
き

）。

【
本
文
】
至
如
夫
榆
風
吹
兮
易
亂
、
桂
月
臨
兮
欲
晴
、
裁
無
刀
尺
、
經
西
母
之

路
而
彌
縫
、
染
有
淺
深
、
逐
子
喬
之
駕
而
潤
色
者
也
。

 　
　

夫
の
榆
風
吹
き
て
亂
れ
易
く
、
桂
月
臨
ん
で
晴
れ
ん
と
欲
す
る
が
ご
と

き
に
至
り
て
は
、
裁
つ
に
刀
尺
無
し
、
西
母
の
路
を
經
て
彌
縫
し
、
染
む

る
に
淺
深
有
り
、
子
喬
の
駕
を
逐
ひ
て
潤
色
す
る
者
な
り
。

【
大
意
】
一
条
天
皇
の
寛
弘
二
年
（
一
〇
〇
五
）
の
七
夕
、
秘
書
閣
（
御
書
所
）

に
お
い
て
催
さ
れ
た
詩
会
で
、
大
江
以
言
が
天
皇
の
命
じ
た
課
題
「
織
女 

雲
を
衣
と
為
す
」
に
応
じ
て
製
作
し
た
作
で
、
七
夕
の
夜
空
に
た
な
び
く

雲
を
織
女
の
裁
縫
す
る
衣
装
と
見
立
て
る
。

 　
　

雲
が
夕
風
に
吹
か
れ
て
乱
れ
、
月
に
照
ら
さ
れ
て
晴
れ
よ
う
と
す
る
時

に
は
、
ち
ょ
う
ど
こ
れ
を
裁
断
す
る
刀
が
無
い
の
で
、
西
王
母
の
飛
来
し

た
道
に
よ
っ
て
縫
い
合
わ
せ
、
こ
れ
を
染
め
る
の
に
濃
淡
が
有
る
の
で
、

王
子
喬
が
乗
っ
て
去
っ
た
白
鶴
に
よ
っ
て
色
づ
け
る
。

【
典
故
・
用
例
】
小
島
『
大
系
』・
大
曾
根
他
『
新
大
系
』
は
こ
の
作
品
に
注
釈

し
な
い
。『
註
釋
』
に
は
『
楚
辭
』
の
典
故
・
用
例
の
指
摘
は
な
い
。
こ
の

抄
出
部
分
に
は
語
彙
に
お
い
て
は
『
楚
辭
』
に
特
徴
的
な
も
の
は
見
え
な

い
が
、
表
現
形
式
に
お
い
て
は
『
楚
辭
』
に
特
徴
的
な
助
字
「
兮
」
を
用

い
て
お
り
、
そ
の
点
で
抄
出
さ
れ
た
も
の
か
と
推
察
す
る
。

⑮ 
講
筵
卷
兮
僧
歸
、
香
匲
掩
兮
人
散
。　

源
順
九
月
盡
日
惜
秋
詩
序
。

【
出
拠
】『
本
朝
文
粹
』
卷
八
・
詩
序
一
（
時
節
）・
九
月
盡
日
於
佛
性
院
惜
秋
（
九

月
盡
日
、
佛
性
院
に
於
い
て
秋
を
惜
し
む
）（
226
）、
源
順
。

【
本
文
】
至
于
講
筵
卷
兮
僧
歸
、
香
匲
掩
兮
人
散
、
主
客
納
言
相
談
曰
、「
今
日

非
九
月
盡
乎
。
雖
誠
玉
燭
寶
典
、
金
谷
園
記
、
不
載
其
文
、
不
傳
其
美
、

然
猶
清
風
朗
月
之
興
、
潘
子
宋
生
之
詞
、
盡
於
今
宵
矣
。
何
不
相
惜
哉
。」
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講
筵 

卷
い
て
僧
歸
り
、
香
匲 

掩お
ほ

ひ
て
人
散
ず
る
に
至
り
て
、
主
客
納
言 

相
談
じ
て
曰
は
く
、「
今
日
は
九
月
盡
に
非
ず
や
。
誠
に
玉
燭
寶
典
・
金
谷

園
記
に
、
其
の
文
を
載
せ
ず
、
其
の
美
を
傳
へ
ず
と
雖
も
、
然
も
猶
ほ
清

風
朗
月
の
興
、
潘
子
宋
生
の
詞
、
今
宵
に
盡
き
た
り
。
何
ぞ
相
惜
ま
ざ
ら

ん
や
。」
と
。

【
大
意
】
仏
性
院
は
か
つ
て
藤
原
中
納
言
が
景
勝
地
を
選
ん
で
京
都
の
東
方
、

比
叡
山
麓
に
建
立
し
た
寺
院
。

 　
　
〔
こ
の
地
は
気
候
よ
き
上
に
、
仏
縁
を
結
べ
、
さ
ら
に
法
華
経
の
講
筵
も

あ
り
。
中
納
言
の
利
他
の
願
い
の
広
大
な
こ
と
よ
。〕
講
筵
が
果
て
て
筵
を

巻
い
て
僧
は
帰
り
、
香
箱
に
蓋
を
し
て
人
は
解
散
し
て
か
ら
、
主
客
は
相

談
し
て
、「
今
日
は
九
月
末
日
で
は
な
い
か
、『
玉
燭
宝
典
』
な
ど
に
は
載
っ

て
な
い
が
、
秋
の
清
風
明
月
の
興
趣
、
秋
を
詠
っ
た
潘
岳
ら
の
詩
は
、
今

宵
に
勝
る
も
の
は
な
い
。
大
い
に
賞
で
よ
う
で
は
な
い
か
。」

【
典
故
・
用
例
】『
大
系
』『
新
大
系
』
は
こ
の
作
品
に
注
釈
し
な
い
。『
註
釋
』

に
『
楚
辭
』
の
典
故
・
用
例
の
指
摘
は
な
い
。
こ
の
条
に
見
え
る
「
講
筵
」

「
僧
」「
香
奩
」
な
ど
は
仏
教
的
な
要
素
を
も
つ
語
彙
で
、楚
辞
的
で
は
な
い
。

こ
こ
も
「
兮
」
と
い
う
『
楚
辭
』
に
特
徴
的
な
助
字
の
使
用
に
着
目
し
て

の
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
巻
八
に
収
め
る
作
品
で
前
条
⑭
と
本

条
⑮
以
外
に
「
兮
」
字
を
用
い
る
作
品
を
挙
げ
れ
ば
、「
七
月
三
日
陪
第
七

親
王
讀
書
閣
同
賦
弓
勢
月
初
三
應
教
（
204
）」、「
早
春
於
獎
學
院
同
賦
春

生
霽
色
中
各
分
一
字
（
218
）」、「
三
月
盡
同
賦
林
亭
春
已
晩
各
分
一
字
應

教
（
220
）」、「
後
三
月
陪
都
督
大
王
華
亭
同
賦
今
年
又
有
春
各
分
一
字
應

教
（
221
）」、「
秋
日
於
河
原
院
同
賦
山
睛
秋
望
多
（
228
）」、「
晩
秋
遊
淳
和

院
同
賦
波
動
水
中
山
（
229
）」
な
ど
が
あ
る
。「
兮
」
字
に
着
目
し
た
抄
出

だ
と
し
て
も
、
決
し
て
網
羅
的
な
作
業
で
は
な
か
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

⑯ 

何
必
蕙
帶
蘿
衣
、
抽
簪
於
北
山
之
北
、
蘭
撓
桂
檝
、
皷
枻
於
東
海
之
東
。

後
江
相
公
、
應
制
詩
序
。

【
出
拠
】『
本
朝
文
粹
』
卷
十
・
詩
序
三
（
木
）・
暮
春
同
賦
落
花
亂
舞
衣
各
分

一
字
應
太
上
皇
製
（
暮
春
、
同
じ
く
『
落
花 

舞
衣
に
亂
る
』
と
い
ふ
こ
と

を
賦
し
、
各
お
の
お
の

一
字
を
分
ち
て
、
太
上
皇
の
製
に
應
ず
）（
305
）・
後
江
相

公
（
大お
ほ

江え
の

朝あ
さ

綱つ
な

）。

【
本
文
】
人
間
勝
事
、
於
是
而
盡
。
何
必
蕙
帶
蘿
衣
、
抽
簪
於
北
山
之
北
、
蘭

撓
桂
檝
、
皷

於
東
海
之
東
。
然
後
樂
其
閑
放
、
養
其
幽
情
者
乎
。

 　
　

人
間
の
勝
事
、
是こ
こ

に
於
い
て
盡
き
ぬ
。
何
ぞ
必
ず
し
も
蕙
帶
蘿
衣
、

簪か
ん
ざ
し

を
北
山
の
北
に
抽ぬ

き
、
蘭
撓
桂
檝
、
か
い

を
東
海
の
東
に
皷
し
、
然
る

後
に
其
の
閑
放
を
樂
し
み
、
其
の
幽
情
を
養
ふ
者
な
ら
ん
や
。

【
大
意
】
村
上
天
皇
の
天
暦
三
年
三
月
十
一
日
、
朱
雀
上
皇
が
二
条
院
で
催
し

た
花
見
の
宴
で
、
大
江
朝
綱
が
上
皇
の
命
じ
た
課
題
「
落
花
が
舞
人
の
衣

装
に
散
り
乱
れ
る
」
に
応
じ
、割
り
振
ら
れ
た
韻
字
を
用
い
て
製
作
し
た
作
。

 　
　
〔
こ
の
二
条
院
は
、『
荘
子
』
に
見
え
る
仙
界
の
藐は

姑こ

射や

の
山
や
無む

何か

有ゆ
う

の
郷
さ
え
も
及
ば
ぬ
理
想
郷
。〕
こ
の
世
の
理
想
は
こ
の
地
に
極
ま
っ
て
い

る
。
ど
う
し
て
蕙
帶
蘿
衣
（
蕙
と
い
う
香
草
の
帯
、
カ
ズ
ラ
の
衣
）
と
い
っ

た
隠
者
の
衣
を
着
て
北
山
の
北
に
隠
棲
し
、
蘭
撓
桂
檝
（
蘭
や
桂
と
い
っ

た
香
草
香
木
の
棹さ
お

や
櫂か
い

）
で
船
を
漕
い
で
俗
世
を
脱
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

の
み
、
は
じ
め
て
静
か
な
自
由
を
楽
し
み
、
静
か
な
心
を
養
え
る
な
ど
と

言
え
よ
う
か
。

【
典
故
・
用
例
】『
大
系
』『
新
大
系
』
は
こ
の
作
品
に
注
釈
し
な
い
。
○
蕙

帶
…
『
註
釋
』
は
、『
楚
辭
』「
九
歌
」
第
二
（
少
司
命
）「
荷
衣
兮
蕙
帶
、

儵
而
來
兮
忽
而
逝
。（
荷
〈
ハ
ス
〉
の
衣 

蕙
の
帶
、
儵し
ゅ
く

と
し
て
來
た
り

忽
と
し
て
逝
く
。）」
を
指
摘
し
、ま
た
「
離
騷
」
第
一
「
豈
維
紉
夫
蕙
茝
。

（
豈
に
維た

だ
夫
の
蕙け

い

茝し

を
紉つ

む

ぐ
の
み
な
ら
ん
や
。）」
の
王
逸
注
「
蕙
・
茝
、
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一
五

皆
香
草
な
り
。」
を
引
く
。
他
に
「
蕙
帶
」
と
い
う
形
で
は
な
い
が
、
高

潔
の
象
徴
と
し
て
「
蕙
」
を
身
に
帯
び
る
用
例
と
し
て
、「
離
騷
」
第
一

「
既
替
余
以
蕙
纕
兮
（
既
に
余わ
れ

を
替す

つ
る
に
蕙け
い

纕
じ
ょ
う

を
以
て
す
）」（「
纕
」

は
帯
で
、
蕙
纕
＝
蕙
帯
）、「
九
章
」
第
四
（
惜
往
日
）「
謂
蕙
若
其
不
可

佩
（
蕙
若
は
其
れ
佩お

ぶ
べ
か
ら
ず
と
謂
ふ
）」（「
蕙
若
」
は
蕙
草
と
杜
若

と
、
と
も
に
香
草
）、「
七
諫
」
第
十
三
（
沈
江
）「
聯
蕙
芷
以
為
佩
兮

（
蕙け
い

芷し

を
聯つ
ら

ね
以
て
佩
と
為
す
）」
な
ど
が
あ
る
。
○
蘿
衣
…
『
楚
辭
』

に
「
蘿
衣
」
の
用
例
は
な
い
。『
註
釋
』
に
指
摘
は
な
い
が
、「
蘿
」
を

身
に
つ
け
る
用
例
と
し
て
、「
九
歌
」
第
二
（
山
鬼
）
に
「
若
有
人
兮
山

之
阿
、
被
薜
荔
兮
帶
女
羅
。（
若
に
人
有
り
山
の
阿
に
、
薜
荔
を
被
て
女

羅
を
帶
と
す
。）」（「
薜
荔
」
は
香
木
、「
女
羅
」
は
兎
絲
〈
カ
ズ
ラ
の
類
〉、

「
羅
」
は
一
に
「
蘿
」
に
作
る
）
と
あ
る
。
○
蘭
撓
…
『
註
釋
』
は
、『
楚

辭
』「
九
歌
」
第
二
（
湘
君
）「
蓀
橈
兮
蘭
旌
（
蓀
の
橈か
い 

蘭
の
旌は
た

）」（
蓀

は
香
草
）、
王
逸
注
「
橈
は
船
の
小
さ
き
楫か
い

な
り
」
を
指
摘
す
る
。
○
桂

檝
…
『
註
釋
』
は
、
紀
納
言
「
九
日
後
朝
侍
宴
朱
雀
院
同
賦
秋
思
入
寒

松
應
太
上
皇
製
」（
287
）
に
見
え
る
「
蘭
棹
桂
楫
」
の
注
釈
に
お
い
て
、『
楚

辭
』「
九
歌
」
第
二
（
湘
君
）
の
「
桂
櫂
兮
蘭
枻
、
斲
冰
兮
積
雪
。（
桂

の
櫂か
い 

蘭
の
枻か
じ

、
冰こ
ほ
り

を
斲き

り
雪
を
積
む
。）」
を
指
摘
す
る
。
○
皷

…
『
註

釋
』
は
、『
楚
辭
』「
漁
父
」
第
七
「
漁
父
莞
爾
而
笑
、
鼓
枻
而
去
。（
漁

父
は
莞
爾
と
し
て
笑
ひ
、
枻
を
鼓
し
て
去
る
。）」
を
指
摘
す
る
。
こ
の

よ
う
に
、こ
の
条
は
『
楚
辭
』
に
特
徴
的
な
語
彙
を
色
濃
く
映
し
て
い
る
。

四　
「『
本
朝
文
粹
』
の
『
楚
辭
』
覚
え
書
き
」
の
意
図

　

既
に
み
た
よ
う
に
天
囚
が
抄
出
し
た
全
十
六
条
に
つ
い
て
出
拠
を
調
査
す
れ

ば
、
全
て
『
本
朝
文
粹
』
か
ら
の
抄
出
で
、
か
つ
典
故
・
用
例
に
当
た
る
と
『
楚

辭
』
と
の
関
連
が
指
摘
で
き
た
。
○
や
△
の
記
号
の
付
い
た
条
を
見
れ
ば
、
⑤

は
「
屈
原
」、
⑬
は
「
靈
均
」
を
明
示
し
て
『
楚
辭
』
の
代
表
詩
人
で
あ
る
屈

原
そ
の
人
の
事
績
に
言
及
し
て
い
る
。
ま
た
⑫
は
屈
原
作
と
さ
れ
る『
楚
辭
』「
漁

父
」
第
七
を
下
敷
き
に
、
や
は
り
屈
原
の
事
績
に
触
れ
て
い
る
。
△
の
付
い
た

⑦
も
同
様
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
⑤
の
策
問
に
対
す
る
対
策
の
文
言
で
、
策
問
の

表
現
を
踏
ま
え
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
⑤
に
附
属
さ
せ
る
意
味
で
△

を
付
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
○
や
△
を
付
し
た
条
は
、『
楚
辭
』、

と
り
わ
け
屈
原
と
の
関
連
が
明
確
な
も
の
で
あ
る
。
以
上
か
ら
、
こ
の
覚
え
書

き
は
、
天
囚
が
『
本
朝
文
粹
』
か
ら
典
故
（
屈
原
の
事
績
）・
語
彙
・
表
現
形

式
な
ど
の
点
で
『
楚
辭
』
と
関
連
す
る
箇
所
を
抄
出
し
た
も
の
と
い
え
る
。

　

こ
こ
で
抄
出
箇
所
を
『
本
朝
文
粹
』
全
体
に
お
い
て
見
る
た
め
に
、『
本
朝

文
粹
』
の
部
立
て
に
お
け
る
抄
出
箇
所
①
〜
⑯
の
位
置
を
示
す
と
次
の
と
お
り

で
あ
る
。
な
お
部
立
て
の
下
の
（ 

）
数
字
は
そ
の
部
に
収
録
す
る
作
品
数
7
。

　

巻
一　
　

1
賦
（
15
） 

⑩
⑪
⑫
⑬　
　
　
　
　
　

 

2
雜
詩
（
28
）

　

巻
二　
　

3
詔
（6）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

4
勅
書
（1）
②

　
　
　
　
　

5
勅
答
（7）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

6
位
記
（2）　
　

　
　
　
　
　

7
勅
符
（3）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

8
官
符
（3）

　
　
　
　
　

9
意
見
封
事
（3） 

③

　

巻
三　
　

10
策
問
（13）
④
⑤　
　
　
　
　
　
　
　
　

11
対
策
（13） 

⑥
⑦　
　

　

卷
四　
　

12
論
奏
（2）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

13
表
上
（20） 
⑧

　

巻
五　
　

13
表
下
（26） 

⑨　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

14
奏
状
上
（6）

　

巻
六　
　

14
奏
状
中
（26）

　

巻
七　
　

14
奏
状
下
（5）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

15
書
状
（17）

　

巻
八　
　

16
序
（
書
序
・
詩
序
一
）
（37） 

⑭
⑮

　

巻
九　
　

16
序
（
詩
序
二
）
（39） 

①

　

巻
十　
　

16
序
（
詩
序
三
）
（46）

　

巻
十
一　

16
序
（
詩
序
四
）
（34）
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六

　

巻
十
二　

17
詞
（1）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

18
行
（1）　

　
　
　
　
　

19
文
（1）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

20
讃
（5）

　
　
　
　
　

21
論
（1）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

22
銘
（9）　

　
　
　
　
　

23
記
（5）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

24
伝
（2）　

　
　
　
　
　

25
牒
（5）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

26
祝
文
（1）

　
　
　
　
　

27
起
請
文
（1）　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

28
奉
行
文
（1）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

29
禁
制
文
（1）　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

30
怠
状
（1）

　
　
　
　
　

31
落
書
（1）

　

巻
十
三　

32
祭
文
（3）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

33
呪
願
文
（2）

　
　
　
　
　

34
表
文
（1）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

35
発
願
文
（1）

　
　
　
　
　

36
知
識
文
（1）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

37
廻
文
（1）

　
　
　
　
　

38
願
文
上
（12）

　

巻
十
四　

38
願
文
下
（15）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

39
諷
誦
文
（6）

　

こ
こ
か
ら
幾
つ
か
の
こ
と
が
推
察
で
き
る
。
先
ず
、
巻
一
の
「
賦
」
か
ら
多

く
抄
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
賦
が「
辭
賦
」と
も
称
せ
ら
れ
、『
楚

辭
』
に
起
源
を
も
つ
文
体
で
あ
る
た
め
、
し
ぜ
ん
『
楚
辭
』
的
な
語
彙
や
表
現

が
受
容
さ
れ
や
す
く
、
そ
の
結
果
、
天
囚
の
抄
出
も
こ
の
巻
一
か
ら
の
も
の
が

多
く
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
い
で
、
抄
出
が
前
半
に
偏
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
理
由
と
し
て
、
後
半

の
巻
に
収
め
ら
れ
る
詩
文
の
多
く
が
、
収
録
数
の
少
な
い
特
殊
な
文
体
で
、
ま

た
神
道
・
仏
教
と
関
わ
る
こ
と
も
あ
り
、『
楚
辭
』
的
な
修
辞
を
用
い
に
く
か
っ

た
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

最
後
に
、
天
囚
の
抄
出
が
網
羅
的
で
な
い
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
巻
九
に

お
い
て
天
囚
は
①
し
か
抄
出
し
な
い
が
、
同
じ
巻
九
の
「
變
態
繽
紛
、
神
也

又
神
也
。（〔
舞
人
の
様
々
な
る
〕
變
態 

繽
紛
た
り
、
神
や
又
神
な
り
。）」（
菅

贈
大
相
國
「
早
春
內
宴
侍
仁
壽
殿
同
賦
春
娃
無
氣
力
應
製
」〈
236
〉）、「
皂
蓋

紫
綬
、
映
晚
霞
而
繽
紛
。（〔
任
地
に
赴
く
国
司
ら
の
〕
皂
蓋
紫
綬
、
晚
霞
に

映
じ
て
繽
紛
た
り
。）」（
菅
雅
規
「
暮
春
於
文
章
院
餞
諸
故
人
赴
任
同
賦
風
月

一
朝
阻
各
分
一
字
」〈
247
〉）
に
は
、『
楚
辭
』「
離
騷
」
第
一
「
佩
繽
紛
其
繁

飾
兮
（
佩
は
繽
紛
と
し
て
其
れ
繁
く
飾
り
）」「
時
繽
紛
其
變
易
兮
（
時
は
繽

紛
と
し
て
其
れ
變
易
す
）」、「
九
章
」
第
四
（
思
美
人
）「
佩
繽
紛
以
繚
轉
兮
（
佩

は
繽
紛
と
し
て
以
て
繚
轉
し
）」、「
九
懷
」
第
十
五
（
昭
世
）「
撫
余
佩
兮
繽

紛
（
余
が
佩
を
撫
し
て
繽
紛
た
り
）」
な
ど
の
用
例
が
指
摘
で
き
る
。
ま
た
、

巻
十
以
下
に
は
天
囚
の
抄
出
が
ま
っ
た
く
無
い
が
、
例
え
ば
巻
十
に
は
「
宋

生
有
言
、
悲
哉
秋
為
氣
也
、
蕭
瑟
兮
。（
宋
生
に
言
有
り
、
悲
し
い
か
な
秋
の

氣
為
る
や
、
蕭し
ょ
う

瑟ひ
つ

た
り
。）」（
紀
納
言
「
九
日
後
朝
侍
宴
朱
雀
院
同
賦
秋
思

入
寒
松
應
太
上
皇
製
」〈
287
〉）
と
あ
り
、
こ
れ
は
『
楚
辭
』
の
宋
玉
「
九
辯
」

第
八
の
名
句
「
悲
哉
秋
之
為
氣
也
、
蕭
瑟
兮
草
木
搖
落
而
變
衰
（
悲
し
い
か

な
秋
の
氣
為
る
や
、
蕭
瑟
た
り
草
木
搖
落
し
て
變
衰
す
）」
の
そ
の
ま
ま
の
引

用
で
あ
る
。
他
に
も
、
巻
十
一
の
「
惜
氣
序
之
蕭
條
（〔
秋
の
佳
き
日
に
文
人

を
招
き
〕
氣
序
の
蕭
條
た
る
を
惜
し
む
）」「
鋤
蕭
艾
而
移
清
芬
（〔
花
を
見
る

客
の
た
め
に
〕
蕭
し
ょ
う

艾が
い

を
鋤す

き
て
清
芬
を
移
す
）」（
江
匡
衡
「
暮
秋
陪
左
相
府

書
閣
同
賦
寒
花
為
客
栽
應
教
」〈
324
〉）
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
『
楚
辭
』「
遠
遊
」

第
五
の
「
山
蕭
條
而
無
獸
兮
（
山 

蕭
條
と
し
て
獸
無
く
）」
や
「
離
騷
」
第
一

の
「
今
直
為
此
蕭
艾
也
（〔
ど
う
し
て
か
昔
日
の
芳
草
が
〕
今
直た
だ

ち
に
此
の
蕭

艾
と
為
る
や
）」
と
い
っ
た
用
例
が
指
摘
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
例
は
枚
挙
に

暇
な
く
、
天
囚
の
抄
出
が
網
羅
的
で
は
な
く
気
づ
い
た
所
を
書
き
と
め
た
備

忘
録
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
で
き
る
。

　

も
っ
と
も
、
網
羅
的
で
な
い
と
は
い
え
、『
本
朝
文
粹
』
や
『
楚
辭
』
に
索

引
が
な
か
っ
た
当
時
、「『
本
朝
文
粹
』
に
お
け
る
『
楚
辭
』」
の
抽
出
は
、『
楚
辭
』

を
知
悉
す
る
者
が
意
志
的
に
せ
ね
ば
で
き
な
い
作
業
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
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で
は
天
囚
の
こ
の
作
業
は
何
を
目
的
と
し
た
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

前
述
の
よ
う
に
、『
屈
原
賦
説
』
上
巻
・
下
巻
に
ま
と
め
ら
れ
た
天
囚
の
楚
辞

学
は
、
下
巻
が
未
完
な
が
ら
、
中
国
お
よ
び
日
本
の
『
楚
辞
』
研
究
を
基
礎
に

成
っ
た
概
説
的
研
究
と
し
て
当
時
の
最
高
水
準
を
誇
っ
た
が
、
天
囚
に
は
そ
の

後
の
展
開
と
し
て
自
身
の
楚
辞
学
を
さ
ら
に
個
別
の
テ
ー
マ
に
お
い
て
追
究
す

る
意
志
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て「『
本
朝
文
粹
』に
お
け
る『
楚
辭
』」

覚
え
書
き
は
、〈
日
本
に
お
け
る
『
楚
辭
』
の
受
容
〉
に
対
す
る
天
囚
の
関
心

の
方
向
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

以
上
は
推
測
で
は
あ
る
が
、
天
囚
の
学
術
研
究
の
志
向
に
着
目
す
れ
ば
、
あ

な
が
ち
有
り
得
な
い
こ
と
で
は
な
い
。
天
囚
の
学
術
研
究
上
の
主
な
関
心
は
中

国
古
典
学
の
日
本
に
お
け
る
展
開
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
天
囚
の

学
術
上
の
代
表
作
に
『
日
本
宋
学
史
』（
梁
江
堂
書
店
・
杉
本
梁
江
堂
、
明
治

四
十
二
年
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
明
治
・
江
戸
の
学
問
の
淵
源
を
鎌
倉
時
代
に

求
め
、
五
山
の
学
僧
の
語
録
・
文
集
な
ど
を
資
料
と
し
て
、
宋
学
の
経
典
『
四

書
集
註
』
の
日
本
へ
の
伝
来
、
研
究
の
状
態
、
盛
行
の
沿
革
を
明
ら
か
に
し
た

も
の
で
あ
る
。
他
に
、
亀
井
南
冥
・
昭
陽
・
廣
瀬
淡
窓
ら
九
州
の
碩
学
や
、
五

井
蘭
洲
・
中
井
竹
山
・
履
軒
ら
大
坂
懐
徳
堂
の
師
儒
と
い
っ
た
、
江
戸
時
代
の

儒
者
の
事
績
・
学
術
を
研
究
し
、
そ
の
成
果
を
「
九
州
巡
礼
」
8
や
『
懐
徳
堂

考
』
9
に
ま
と
め
て
顕
彰
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
志
向
か
ら
す
れ
ば
、
晩
年
に

精
力
を
注
い
だ
『
楚
辭
』
研
究
も
同
様
に
、『
屈
原
賦
説
』
と
い
う
概
説
的
研

究
の
完
成
の
後
、『
楚
辭
』
の
日
本
に
お
け
る
受
容
と
い
っ
た
方
向
に
展
開
す

る
可
能
性
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
推
測
が
当
た
っ
て
い
た
と
し
て
、
天
囚
に
と
っ
て
惜
し
ま
れ
る
の
は
、

彼
に
そ
れ
を
遂
行
す
る
時
間
が
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
先
に
記
し

た
よ
う
に
、『
屈
原
賦
説
』
下
冊
の
起
稿
は
大
正
九
年
八
月
、
上
冊
の
稿
が
成
っ

た
大
正
九
年
五
月
か
ら
間
も
な
く
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
翌
十
年
八
月
に

宮
内
省
御
用
掛
と
し
て
召
さ
れ
上
京
、
公
務
に
加
え
て
島
津
家
臨
時
編
輯
所
の

任
務
を
果
た
す
な
か
、
十
二
年
九
月
に
関
東
大
震
災
が
発
生
し
、
国
難
に
際
し

て
「
国
民
精
神
作
興
詔
書
」
の
起
草
に
心
身
を
打
ち
込
む
こ
と
と
な
っ
た
。
そ

し
て
翌
十
三
年
五
月
、
流
感
で
倒
れ
て
病
床
に
就
き
、
肺
炎
・
脳
症
を
相
次
い

で
発
症
し
、
七
月
三
十
日
つ
い
に
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

療
病
中
、
天
囚
は
家
族
に
「
ま
だ
自
分
は
仕
度
い
事
が
沢
山
あ
る
。
二
三
年

間
に
大
著
述
を
や
る
」
と
漏
ら
し
て
い
た
と
い
う
が
10
、
そ
れ
は
叶
わ
ぬ
こ
と

と
な
っ
た
。
も
し
望
み
ど
お
り
二
三
年
の
天
寿
が
与
え
ら
れ
た
な
ら
、
ど
ん
な

大
著
述
が
成
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
今
で
は
そ
れ
を
知
る
由
も
な
い
が
、
あ
る
い

は「
日
本
に
お
け
る『
楚
辭
』の
受
容
」と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

【
付
記
】
本
稿
は
平
成
二
十
七
年
度 

日
本
学
術
振
興
会
・
科
学
研
究
費
補
助
金 

基
盤
研
究

（
C
）「
日
本
楚
辞
学
の
基
礎
的
研
究
―
江
戸
・
明
治
期
を
対
象
に
―
」（
研
究
代
表
者
：

矢
田
尚
子
）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

　
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

1　

天
囚
の
略
歴
は
後
醍
院
良
正
『
西
村
天
囚
伝
』
上
・
下
（
朝
日
新
聞
社
社
史
編
修

室
、
一
九
六
七
年
）、
町
田
三
郎
「
西
村
天
囚
の
こ
と
」（
菰
口
治
校
注
『
九
州
の
儒
者
た

ち
』
海
鳥
社
、
一
九
九
一
年
、
所
収
）
参
照
。

　

2　
「
楚
辭
百
種
」
所
収
の
具
体
的
な
資
料
に
つ
い
て
は
、
余
崇
生
「
我
所
看
到
日
本

懷
德
堂
文
庫
珍
藏
的
百
種
楚
辭
」（『
楚
辭
研
究
論
文
選
集
』、
學
海
出
版
社
、
中
華
民
國

七
十
四
〈
一
九
八
五
〉
年
、
初
出
は
『
書
目
季
刊
』
第
十
五
巻
第
三
期
）
参
照
。

　

3　

前
川
正
名
「
西
村
天
囚
の
楚
辞
学
」（『
國
學
院
雜
誌
』
第
一
〇
六
巻
、
第
十
一
号
、

通
巻
一
一
八
三
号
、平
成
十
七
〈2005

〉
年
）
に
よ
る
と
刊
行
の
状
況
は
下
記
の
通
り
。「
屈

原
賦
説
」（『
藝
文
』
十
一
‐
六
、
京
都
文
学
会
、
一
九
二
二
年
六
月
）、「
屈
原
賦
説
（
二
）」

（『
藝
文
』
十
一
‐
七
、
京
都
文
学
会
、
一
九
二
二
年
七
月
）、「
屈
原
賦
説
（
三
）」（『
藝
文
』

十
一
‐
八
、
京
都
文
学
会
、
一
九
二
二
年
八
月
）、「
屈
原
賦
説
（
四
）」（『
藝
文
』
十
一
‐

九
、
京
都
文
学
会
、
一
九
二
二
年
九
月
）
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4　

竹
治
貞
夫
『
楚
辞
研
究
』（
風
間
書
房
、
昭
和
五
十
三
年
）
第
五
章
「
楚
辞
の
和

刻
本
と
邦
儒
の
楚
辞
研
究
」
第
四
節
「
邦
儒
の
楚
辞
研
究
」
四
「
西
村
碩
園
の
屈
原
賦
説
」

　

5　

実
際
こ
の
『
屈
原
賦
説
』
下
巻
手
稿
本
を
用
い
た
先
行
研
究
が
あ
る
。
崔
富
章
・

石
川
美
佐
男
「
西
村
時
彦
対
楚
辞
学
的
貢
献
―
兼
述
中
国
人
心
目
中
的
屈
原
形
象
」（『
秋

田
大
学
教
育
文
化
学
部
教
育
実
践
研
究
紀
要
』
第
二
十
五
号
、
二
〇
〇
三
年
）
は
、
下
巻

各
篇
の
要
旨
を
中
文
で
簡
略
に
紹
介
す
る
。
ま
た
前
掲
注
3
前
川
論
考
は
、
下
巻
を
主
な

資
料
と
し
て
分
析
し
、『
屈
原
賦
説
』
を
〈
博
引
傍
証
の
概
説
的
な
研
究
書
〉
と
性
格
づ

け
る
。

　

6　
『
本
朝
文
粹
』
の
作
品
数
・
部
門
数
は
、
大
曾
根
章
介
・
金
原
理
・
後
藤
昭
雄
『
本

朝
文
粹
』（
岩
波
書
店
〈
新
日
本
古
典
文
学
大
系
〉、
一
九
九
二
年
）
の
解
説
に
拠
っ
た
。

　

7　

後
藤
昭
雄
『
本
朝
文
粹
抄
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
六
年
）
に
拠
っ
た
。
た
だ
し
、

巻
三
の
「
対
冊
」
二
十
六
作
品
は
「
策
問
」
十
三
作
品
と
「
対
策
」
十
三
作
品
と
に
分
け

た
。

　

8　
「
九
州
巡
礼
」
は
、
大
阪
朝
日
新
聞
に
明
治
四
十
年
六
月
二
十
六
日
か
ら
四
十
二

回
に
わ
た
っ
て
掲
載
さ
れ
た
連
載
記
事
。
前
掲
注
1
の
『
九
州
の
儒
者
た
ち
』
は
そ
れ
に

菰
口
治
校
注
を
付
し
て
出
版
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

9　
『
懐
徳
堂
考
』
上
下
巻
。
上
巻
は
「
懷
德
堂
研
究
其
一
」
と
題
し
て
大
阪
朝
日
新

聞
に
連
載
（
明
治
四
十
三
年
二
月
七
日
〜
二
十
七
日
）
さ
れ
た
も
の
を
改
題
し
て
明
治

四
十
三
年
に
刊
行
、
下
巻
は
同
四
十
四
年
の
刊
行
。
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
に
懐
徳

堂
記
念
会
よ
り
重
印
、
昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
四
）
に
懐
徳
堂
友
の
会
よ
り
初
印
復
刻

さ
れ
た
。
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前
掲
注
1
後
醍
院
良
正
『
西
村
天
囚
伝
』
参
照
。


